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アドレス https://www.ja-nanto.or.jp

編集後記

ホームページをご覧ください

JAなんと 検 索

　菅沼合掌造り集落に撮影しに行きました。連日の暑さ
にもかかわらず、多くの人が観光を楽しんでいました。

（山崎）

２次元コード
検索はこちら→

・本　　　店 ………… ６２－２１２３
・西 部 支 店 ………… ６２－１１１１
・城信事務所 ………… ６２－１１１４
・東 部 支 店 ………… ６２－１３１３
・井口事務所 ………… ６４－２０１１
・五箇山支店 ………… ６６－２２４１
・上平事務所 ………… ６７－３３１１
・共済センター ……… ６２－４１２８
・生産センター ……… ６２－０２６１
・西部カントリーエレベーター …６２－２２５０
・広域カントリーエレベーター …６２－４１１５

・農　機　課 …………６４－２０１３
・上平野菜山菜加工場…６７－３４４３
・生　活　課 …………６２－２５００
・福祉センター ………６２－８５８８
・旅行センター ………６２－３０１３
・車輌課（オートパルなんと）…６２－３５７１
・カートピアかねと………６２－２１２５
・カートピアいのくち………６４－２０５１
・カートピアたいら………６６－２２４３
・ヨッテカーレ城端………６２－８８８８
・Ａコープなんとセフレ……６２－８８１１

�緊急連絡先�

・自動車共済事故受付（２４時間・３６５日）
０１２０－２５８９３１

・キャッシュカード 夜間・休日事故受付
（紛失・盗難）０１２０－７９４５５１
・ＪＡカード（クレジットカード）
               事故受付・24時間対応
（紛失・盗難）０１２０－１５９６７４
・プロパンガス（24時間対応）
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令和1年産 大麦収量 及び 検査結果（地区別）

信 　 末
是 　 安
細 　 木
野 　 田
金 　 戸
国 　 広
野 　 口
大 鋸 屋
泉 　 沢
林 　 道
理 　 休
北 　 野
長 楽 寺
次 郎 丸
吉 　 松
蓑 　 谷
細 　 野
西 　 明
井 　 口
池 　 尻
久 　 保
池 　 田
蛇 　 喰
川 上 中
合 　 計

2,091.3
1,480.9
479.6
918.6
496.4
777.6
259.7
247.5
406.3
967.3

1,010.1
1,741.7
1,645.8
993.3
886.5

1,867.7
979.3
210.0
965.5

1,216.0
965.5

1,196.6
1,626.8
1,121.7
24,551.7

89,230.1
58,357.2
24,253.0
38,783.7
26,694.3
49,548.1
7,828.0
6,148.8
12,707.1
40,406.7
37,554.7
74,143.8
43,932.1
42,763.9
39,648.0
57,523.3
25,849.8
6,263.3
39,532.3
44,881.5
44,676.7
44,634.8
66,884.0
36,076.0
958,321.2

66,692
42,268
18,690
29,188
19,559
35,771
6,528
4,715
8,969
30,283
29,764
55,469
33,809
34,683
33,127
45,578
21,134
5,106
31,002
37,026
34,176
34,513
54,094
27,984
740,128

5,191
4,113
1,680
2,357
1,244
2,445
402
264
911

1,673
1,628
3,713
2,240
1,840
1,450
2,661
961
289

2,186
1,464
1,936
2,582
2,637
1,443
47,310

319
286
390
318
395
461
252
191
221
314
295
319
206
350
374
245
216
244
322
305
354
289
333
250
302

平成30年産

《令和１年産　仮渡金単価…28円/㎏》

25,403.1 667,043.1 495,743 68,096 195

地　　区 面　積（a） 荷受重量(㎏) 1 等重量(㎏) 規格外重量(㎏) １等単収（㎏/10a）

土壌調査結果と今後の土づくり対策 「秋の土づくり運動」
9月15日～11月15日●土壌調査結果(城端･井口地区平均)

●今後の土づくり対策
※洪積､粘質､リン酸吸収係数1000~1500､平成24年とは目標値に変更有

･牛ふんもみ殻堆肥(2トン/10a)の施用
･地力増進作物(大麦跡クロタラリア等)の作付け
･水稲作付前に｢パワーシリカ｣を100kg/10a以上施用
･大麦､大豆作付前に｢苦土石灰｣を100kg/10a以上施用
･水稲作付前に｢パワーシリカ｣を100 kg /10a以上施用
･牛ふんもみ殻堆肥(2トン/10a)の施用
･大麦､大豆作付前に｢シェルホス｣を100kg/10a以上施用
･牛ふんもみ殻堆肥(2トン/10a)の施用
･水稲作付前に｢パワーシリカ｣を100 kg /10a以上施用

腐 植
(％)

改善項目

腐植の増加

ｐHの改善

カリ・リン酸の補給

ケイ酸の補給

平成30年
平成24年
目標値※

 4.7 25.7 36.9 37.7 6.1
 5.2 27.1 38.2 48.5 6.2
 3～5 15 20 40 6.0

土づくり対策

有効態リン酸
(mg/100g)

置換性カリ
(mg/100g)

有効態ケイ酸
(mg/100g) ｐH

22019年 9月号3 2019年 9月号

営 農 情 報
大麦 作業ポイント

● 早生品種の水稲を刈り取りした後の田を
活用し、稲刈り後すぐに額縁排水溝を設
置し、排水溝としっかり連結しましょう。

● サブソイラで3～5ｍ間隔で心土破砕を行い、
圃場の排水性を高めましょう。

① 循環式催芽器を使用する場合は、45℃の湯に入れ、2時間30分後に取り出します。
② ベントレートＴ水和剤20を種子重量の0.5％の割合で均一に粉衣します。
　（乾燥種子10kgに対し、水200mlを添加し、薬剤50gを均一に粉衣します）

● 大麦は酸性土壌に弱いので土壌酸度矯正のため、苦土石灰の施用が必要になります。

播種時期に応じた播種量を厳守し、
10月上旬までに播種しましょう。

1. 排水対策の実施 排水対策の例

2. 土づくり

3. 種子消毒

● 耕起から播種まで1日で完了しましょう。
● 砕土はできるだけ細かく行いましょう。
● 畦幅は3ｍ以内にしましょう。
● 幅30㎝、深さ20㎝の溝を掘り、額縁排
水溝に連結します。

● 畦がカマボコ型になるように手直しを
します。
● 排水溝を補修します。

4. 耕起～播種
【播種時期別の大麦播種量】【播種時期別の大麦播種量】

播種時期

   9月25～30日

10月  1～10日

10月11～20日

目標苗立数
（本/1㎡） 表面散播

播種量（㎏/10a）
ドリル播

140

150

200

6.0

6.5

8.5

6.5

7.0

9.0

施用量
2 t
100㎏

100㎏＋40㎏

資材名
堆　肥
シェルホス

苦土石灰＋粒状熔燐
または

用
水
路

排
水
路

①水口はしっかり止める ②額縁排水溝は早めに設置する

③排水溝は低く
　掘り下げる

⑥排水溝は確実に連結

④サブソイラによる
　心土破砕⑤排水不良ほ場では

　基幹排水溝を増設

大麦は湿害に弱く、排水不良圃場では生育不良となり、収量・品質が低下します。このため、
排水対策の徹底を図ることが重要です。

土壌改良資材等施用量（10aあたり）
施用量
全層35㎏
側条30㎏

45㎏

肥料名

BB555

LP大麦４８号

基肥施用量（10aあたり）

乾いた圃場から作業を開始しましょう
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達
と
衝
突

す
る
、
考
え
る
よ
り
先
に
発
言
し
た
り

行
動
す
る
、
順
番
待
ち
が
苦
手
、
な
ど

で
す
。
生
ま
れ
つ
き
の
脳
機
能
の
異
常

に
よ
る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
本

人
の
努
力
不
足
や
、
保
護
者
の
育
て
方

に
よ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
症
状

を
改
善
す
る
た
め
に
叱
る
こ
と
や
、
躾

を
厳
し
く
し
て
も
火
に
油
を
注
ぐ
よ
う

な
も
の
で
す
。
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
特
性
を
よ

く
理
解
し
て
適
切
な
対
応
を
取
ら
な
い

と
、
失
敗
体
験
が
増
え
自
尊
心
が
低
下

し
て
、
身
体
症
状
、
精
神
症
状
、
暴

言
・
暴
力
、
問
題
行
動
、
素
行
問
題
な

ど
に
発
展
す
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま

す
。
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
症
状
を
「
自
分
ら
し

さ
」
と
し
て
折
り
合
い
を
つ
け
、「
強

み
」
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
で
自
信
を

つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
治
療
的
対

応
法
は
、
教
育
・
療
育
的
支
援
（
環
境

調
整
、
ペ
ア
レ
ン
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
）で
、
薬
（
コ
ン
サ
ー
タ
、
ス
ト
ラ
テ

ラ
、
イ
ン
チ
ュ
ニ
ブ
）を
併
用
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
医
療
機

関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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担
当
：
山
崎

を
募
集
し
ま
す
!!

昔
懐
か
し
い
ス
テ
キ
な
写
真

昔
懐
か
し
い
ス
テ
キ
な
写
真

　
昔
の
地
域
の
風
景
や
建
物
な
ど
、
懐
か
し
い
素
敵
な
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

氏
名
、
住
所
、
撮
影
場
所
を
明
記
し
、
左
記
の
宛
先
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。
ま
た
、

各
支
店
窓
口
・
渉
外
担
当
者
に
お
渡
し
に
な
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
採
用
さ
れ
た
方

に
は
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

※

写
真
は
お
返
し
い
た
し
ま
す
。

あ
て
先
・

お
問
合
せ

昭和38年頃

　日中鎌で手刈りした稲は根元を藁で縛り、穂を下にし
て田んぼで地干しし、自然乾燥させました。乾燥がすす
むと写真奥の「にょう積」し、夜に脱穀機で稲の穂から
籾を扱きとっていました。この稲扱きの作業は非常に時
間がかかり、11月まで収穫と地干し・にょう積作業が続
いていたそうです。

ちょっと
一息

ダ
イ
コ
ン

　畑
は
小
石
を
除
き
、
よ
く
耕
す

チャレンジ
あなたも

お
問
合
わ
せ
は…

J
A
な
ん
と
生
産
セ
ン
タ
ー （
☎
6
2

－

0
2
6
1
）

園
芸
研
究
家
●
成
松
次
郎

家
庭
菜
園

　
ダ
イ
コ
ン
の
ピ
リ
ッ
と
し
た
辛
味
は
イ

ソ
チ
オ
シ
ア
ネ
ー
ト
で
食
欲
を
増
進
し
ま

す
。
消
化
酵
素
の
ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
は
胸
焼

け
、
胃
も
た
れ
を
解
消
し
て
く
れ
ま
す
。

葉
に
は
ビ
タ
ミ
ン
C
、
葉
酸
、
カ
ル
シ
ウ

ム
と
食
物
繊
維
が
豊
富
。
家
庭
菜
園
で
は

新
鮮
な
葉
も
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

﹇
栽
培
時
期
﹈
生
育
適
温
が
20
度
前
後
な
の

で
、
一
般
地
で
の
種
ま
き
の
適
期
は
9
月
、

収
穫
期
は
11
〜
12
月
と
な
り
ま
す
。

﹇
畑
の
準
備
﹈
畑
を
深
く
耕
し
て
、
土
を
細

か
く
砕
き
、
1
平
方
m
当
た
り
苦
土
石
灰

100
g
を
土
と
よ
く
混
ぜ
、
そ
の
後
、
化
成

肥
料
（
N
-P
-K
=
10
-10
-10
％
）
100
g
を

施
用
し
ま
す
。
根
の
下
に
障
害
物
が
あ
る

と
枝
根
や
曲
根
の
も
と
に
な
る
の
で
堆
肥

は
与
え
ま
せ
ん
。
畝
幅
は
70
〜
80
㎝
で
、

畝
は
排
水
が
良
く
耕
土
の
深
い
畑
で
は
平

ら
に
し
ま
す
が
、
耕
土
の
浅
い
畑
は
高
畝

を
作
り
ま
す
（
図
1
）。

﹇
種
ま
き
﹈
株
間
25
〜
30
㎝
、
ま
き
床
に
く

ぼ
み
を
付
け
、
1
カ
所
5
〜
6
粒
ま
き
ま

す
（
図
2
）。

﹇
間
引
き
﹈
1
回
目
は
本
葉
1
〜
2
枚
の
と

き
に
子
葉
が
不
整
形
な
株
、
葉
が
重

な
る
株
を
抜
い
て
土
寄
せ
し
ま
す
。

2
回
目
は
本
葉
4
〜
5
枚
の
頃
し
っ

か
り
し
た
株
を
1
本
残
し
ま
す
（
株

定
め
）（
図
3
）。

﹇
追
肥
・
土
寄
せ
﹈
1
回
目
は
株
定

め
の
後
に
土
寄
せ
し
、
2
回
目
は
本

葉
10
枚
ぐ
ら
い
の
と
き
に
そ
れ
ぞ
れ

1
平
方
m
当
た
り
化
成
肥
料
50
g
を

畝
の
片
側
に
施
し
て
土
寄
せ
し
ま
す

（
図
4
）。

﹇
病
害
虫
の
防
除
﹈
小
さ
い
と
き
の

害
虫
の
被
害
は
甚
大
な
の
で
、
初
期

防
除
に
重
点
を
置
き
ま
す
。
ア
ブ
ラ

ム
シ
、コ
ナ
ガ
な
ど
に
は
虫
よ
け
ネ
ッ

ト
を
被
覆
し
た
り
「
オ
ル
ト
ラ
ン
粒

剤
」
を
種
ま
き
前
に
使
用
し
て
予
防

し
ま
す
。

﹇
収
穫
﹈
青
首
ダ
イ
コ
ン
は
首
の
太
さ
が

8
㎝
、
重
さ
1
㎏
程
度
が
適
期
で
す
。
若

取
り
し
て
、
若
い
葉
も
利
用
し
ま
し
ょ
う

（
図
5
）。
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の
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注
意
欠
如・多
動
症
／
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如・多
動
性
障
害
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厚
生
連
高
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病
院

　
　
　
小
児
科
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部
長

窪
田
　
博
道

く
ぼ   

た

　
　
　

  

ひ
ろ  

み
ち

子
ど
も
の
発
達
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
⑤

　
注
意
欠
如
・
多
動
症
は
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ

（A
ttention-D

eficit/H
yperactivity 

D
isorder

の
日
本
語
訳
）
と
略
し
て
呼

ば
れ
る
こ
と
が
多
く
、
関
連
書
籍
は
本

屋
で
も
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
年
齢
や
発
達
に
不
釣
り
合
い
な
不
注

意
さ
や
多
動
性
、
衝
動
性
を
特
徴
と
す

る
発
達
障
害
の
一
つ
で
、
日
常
生
活
や

学
業
に
支
障
を
き
た
す
状
態
を
い
い
ま

す
。
「
不
注
意
が
目
立
つ
状
態
」
、

「
多
動
性
・
衝
動
性
が
目
立
つ
状

態
」、「
混
合
し
た
状
態
」
の
3
つ
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
不
注
意
の
特
徴
は
、
忘

れ
物
や
な
く
し
物
が
多
い
、
約
束
を
忘

れ
る
、
ぼ
〜
っ
と
し
て
い
て
話
し
か
け

て
も
聞
い
て
い
な
い
、
整
理
整
頓
が
苦

手
、
気
が
散
っ
て
集
中
力
が
な
い
、
な

ど
で
す
。
多
動
性
・
衝
動
性
の
特
徴

は
、
落
着
き
が
な
く
授
業
中
に
姿
勢
を

崩
し
た
り
モ
ゾ
モ
ゾ
し
た
り
立
ち
歩

く
、
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
、
友
達

の
し
て
い
る
こ
と
を
さ
え
ぎ
る
、
質
問

が
終
わ
る
前
に
答
え
て
し
ま
う
、
さ
さ

い
な
こ
と
で
か
っ
と
な
り
友
達
と
衝
突

す
る
、
考
え
る
よ
り
先
に
発
言
し
た
り

行
動
す
る
、
順
番
待
ち
が
苦
手
、
な
ど

で
す
。
生
ま
れ
つ
き
の
脳
機
能
の
異
常

に
よ
る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
本

人
の
努
力
不
足
や
、
保
護
者
の
育
て
方

に
よ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
症
状

を
改
善
す
る
た
め
に
叱
る
こ
と
や
、
躾

を
厳
し
く
し
て
も
火
に
油
を
注
ぐ
よ
う

な
も
の
で
す
。
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
特
性
を
よ

く
理
解
し
て
適
切
な
対
応
を
取
ら
な
い

と
、
失
敗
体
験
が
増
え
自
尊
心
が
低
下

し
て
、
身
体
症
状
、
精
神
症
状
、
暴

言
・
暴
力
、
問
題
行
動
、
素
行
問
題
な

ど
に
発
展
す
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま

す
。
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
症
状
を
「
自
分
ら
し

さ
」
と
し
て
折
り
合
い
を
つ
け
、「
強

み
」
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
で
自
信
を

つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
治
療
的
対

応
法
は
、
教
育
・
療
育
的
支
援
（
環
境

調
整
、
ペ
ア
レ
ン
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
）で
、
薬
（
コ
ン
サ
ー
タ
、
ス
ト
ラ
テ

ラ
、
イ
ン
チ
ュ
ニ
ブ
）を
併
用
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
医
療
機

関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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募
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し
ま
す
!!

昔
懐
か
し
い
ス
テ
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な
写
真

昔
懐
か
し
い
ス
テ
キ
な
写
真

　
昔
の
地
域
の
風
景
や
建
物
な
ど
、
懐
か
し
い
素
敵
な
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

氏
名
、
住
所
、
撮
影
場
所
を
明
記
し
、
左
記
の
宛
先
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。
ま
た
、

各
支
店
窓
口
・
渉
外
担
当
者
に
お
渡
し
に
な
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
採
用
さ
れ
た
方

に
は
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

※

写
真
は
お
返
し
い
た
し
ま
す
。

あ
て
先
・

お
問
合
せ

昭和38年頃

　日中鎌で手刈りした稲は根元を藁で縛り、穂を下にし
て田んぼで地干しし、自然乾燥させました。乾燥がすす
むと写真奥の「にょう積」し、夜に脱穀機で稲の穂から
籾を扱きとっていました。この稲扱きの作業は非常に時
間がかかり、11月まで収穫と地干し・にょう積作業が続
いていたそうです。

ちょっと
一息

ダ
イ
コ
ン

　畑
は
小
石
を
除
き
、
よ
く
耕
す

チャレンジ
あなたも

お
問
合
わ
せ
は…

J
A
な
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と
生
産
セ
ン
タ
ー （
☎
6
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－

0
2
6
1
）

園
芸
研
究
家
●
成
松
次
郎

家
庭
菜
園

　
ダ
イ
コ
ン
の
ピ
リ
ッ
と
し
た
辛
味
は
イ

ソ
チ
オ
シ
ア
ネ
ー
ト
で
食
欲
を
増
進
し
ま

す
。
消
化
酵
素
の
ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
は
胸
焼

け
、
胃
も
た
れ
を
解
消
し
て
く
れ
ま
す
。

葉
に
は
ビ
タ
ミ
ン
C
、
葉
酸
、
カ
ル
シ
ウ

ム
と
食
物
繊
維
が
豊
富
。
家
庭
菜
園
で
は

新
鮮
な
葉
も
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

﹇
栽
培
時
期
﹈
生
育
適
温
が
20
度
前
後
な
の

で
、
一
般
地
で
の
種
ま
き
の
適
期
は
9
月
、

収
穫
期
は
11
〜
12
月
と
な
り
ま
す
。

﹇
畑
の
準
備
﹈
畑
を
深
く
耕
し
て
、
土
を
細

か
く
砕
き
、
1
平
方
m
当
た
り
苦
土
石
灰

100
g
を
土
と
よ
く
混
ぜ
、
そ
の
後
、
化
成

肥
料
（
N
-P
-K
=
10
-10
-10
％
）
100
g
を

施
用
し
ま
す
。
根
の
下
に
障
害
物
が
あ
る

と
枝
根
や
曲
根
の
も
と
に
な
る
の
で
堆
肥

は
与
え
ま
せ
ん
。
畝
幅
は
70
〜
80
㎝
で
、

畝
は
排
水
が
良
く
耕
土
の
深
い
畑
で
は
平

ら
に
し
ま
す
が
、
耕
土
の
浅
い
畑
は
高
畝

を
作
り
ま
す
（
図
1
）。

﹇
種
ま
き
﹈
株
間
25
〜
30
㎝
、
ま
き
床
に
く

ぼ
み
を
付
け
、
1
カ
所
5
〜
6
粒
ま
き
ま

す
（
図
2
）。

﹇
間
引
き
﹈
1
回
目
は
本
葉
1
〜
2
枚
の
と

き
に
子
葉
が
不
整
形
な
株
、
葉
が
重

な
る
株
を
抜
い
て
土
寄
せ
し
ま
す
。

2
回
目
は
本
葉
4
〜
5
枚
の
頃
し
っ

か
り
し
た
株
を
1
本
残
し
ま
す
（
株

定
め
）（
図
3
）。

﹇
追
肥
・
土
寄
せ
﹈
1
回
目
は
株
定

め
の
後
に
土
寄
せ
し
、
2
回
目
は
本

葉
10
枚
ぐ
ら
い
の
と
き
に
そ
れ
ぞ
れ

1
平
方
m
当
た
り
化
成
肥
料
50
g
を

畝
の
片
側
に
施
し
て
土
寄
せ
し
ま
す

（
図
4
）。

﹇
病
害
虫
の
防
除
﹈
小
さ
い
と
き
の

害
虫
の
被
害
は
甚
大
な
の
で
、
初
期

防
除
に
重
点
を
置
き
ま
す
。
ア
ブ
ラ

ム
シ
、コ
ナ
ガ
な
ど
に
は
虫
よ
け
ネ
ッ

ト
を
被
覆
し
た
り
「
オ
ル
ト
ラ
ン
粒

剤
」
を
種
ま
き
前
に
使
用
し
て
予
防

し
ま
す
。

﹇
収
穫
﹈
青
首
ダ
イ
コ
ン
は
首
の
太
さ
が

8
㎝
、
重
さ
1
㎏
程
度
が
適
期
で
す
。
若

取
り
し
て
、
若
い
葉
も
利
用
し
ま
し
ょ
う

（
図
5
）。
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NEWS NEWS

ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
体
験
　
林
道
児
童
会

な
ん
と
酒
米
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
９

酒
造
関
係
者
と
の
交
流
で
酒
米
産
地
化
へ

大
き
な
葉
が
生
い
茂
る
圃
場

地
元
で
育
っ
た
豚
で
ソ
ー
セ
ー
ジ
を

　
城
端
野
菜
出
荷
組
合
は
7
月
23
日
、
生
産
者
7
人
が

参
加
し
、
管
内
の
カ
ボ
チ
ャ
圃
場
7
か
所
を
巡
回
し
ま

し
た
。
毎
年
収
穫
時
期
が
近
づ
く
こ
の
頃
、
各
圃
場
の

生
育
状
況
と
今
後
の
管
理
方
法
、
収
穫
適
期
の
見
極
め

を
確
認
す
る
た
め
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
5
月
の
高
温
で
葉
が
十
分
に
茂
り
、
強
風
の

被
害
も
な
く
生
育
は
概
ね
良
好
で
品
質
の
良
い
美
味
し

い
カ
ボ
チ
ャ
の
出
荷
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
砺
波
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
職

員
は
、
食
味
が
良
い
完
熟
果
を

出
荷
す
る
た
め
、
花
梗
部
全
体

が
コ
ル
ク
化
し
、
ひ
び
割
れ
が

4
〜
5
本
入
っ
た
頃
に
収
穫
す

る
よ
う
指
導
し
ま
し
た
。

　
8
月
3
日
、林
道
地
区
の
親
子
な
ど
11
人
が
参
加
し
、

地
元
で
育
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
豚
「
城
端
ふ
る
さ
と
ポ
ー
ク
」

や
Ｊ
Ａ
な
ん
と
の
特
産
ニ
ン
ニ
ク
を
使
っ
て
ソ
ー
セ
ー

ジ
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
大
鋸
屋
養
豚
組
合
が
生
産
す
る
豚
は
、
こ
だ
わ
り
の

飼
料
と
恵
ま
れ
た
環
境
で
愛
情
深
く
育
て
、
ジ
ュ
ー

シ
ー
で
柔
ら
か
い
肉
質
が
特
長
。

　
体
験
で
は
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
作
っ
た
後
、
小
麦
「
農
林

10
号
」
を
使
っ
た
パ
ン
に
挟
ん
で
ホ
ッ
ト
ド
ッ
ク
に
し

て
食
べ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
自
分
で
作
っ
た
ソ
ー

セ
ー
ジ
を
美
味
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

カ
ボ
チ
ャ
圃
場
巡
回

　
な
ん
と
酒
造
好
適
米
生
産
組
合
と
Ｊ
Ａ
な
ん
と
は
7

月
18
日
、
生
産
者
と
酒
造
関
係
者
が
交
流
す
る
「
な
ん

と
酒
米
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
９
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
酒
造
好
適
米
産
地
の
確
立
と
日
本
酒
の
普
及
拡
大
を

目
的
と
し
て
今
年
で
25
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
県
内
外
の
蔵
元
な
ど
40
社
が
酒
造
好
適
米
の
圃
場
3

か
所
を
巡
回
し
、
隅
々
ま
で
よ
く
管
理
さ
れ
た
圃
場
と

元
気
に
育
つ
水
稲
の
様
子
を
見
て
今
年
の
酒
造
好
適
米

の
品
質
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
圃
場
巡
回
後
、じ
ょ
う
は
な
座
で
開
会
式
が
行
わ
れ
、

南
砺
農
業
会
館
で
あ
っ
た
酒
造
関
係
者
と
生
産
者
ら
の

懇
親
会
で
は
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲みんなで協力して楽しくソーセージづくり▲消石灰を散布する西部家畜保健衛生所の職員

▲勢いのある葉に品質を期待する生産者

▲順調に育つ水稲を撮る酒造関係者

農
機
フ
ェア
２
０
１
９

最
新
鋭
の
農
業
機
械
展
示

▲会場の様子

▲永井克一常務 ▲南砺平高校
中田正彦校長

▲南砺平高校
郷土芸能部
和田風吹部長

　
Ｊ
Ａ
な
ん
と
は
7
月
10
日
、
県
や
市
、
西
部
家
畜

保
健
衛
生
所
な
ど
と
協
力
し
、
養
豚
農
家
の
農
場
周

囲
の
緊
急
消
毒
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
7
月
4
日
に
岐
阜
県
と
愛
知
県
、
三
重

県
で
豚
コ
レ
ラ
陽
性
の
野
生
の
イ
ノ
シ
シ
が
確
認
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
止
し
よ
う

と
実
施
し
た
も
の
で
、
県
は
消
石
灰
を
無
償
で
配
布

し
、
県
内
全
て
の
農
場
の
緊
急
消
毒
を
し
ま
し
た
。

消
毒
の
有
効
性
を
高
め
る
た
め
、
散
布
前
日
に
農
場

周
囲
の
除
草
と
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生
動
物
の
侵
入

を
防
止
す
る
電
気
柵
の
設
置
を
し
、
よ
り
一
層
の
発

生
予
防
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

農
場
周
囲
の
緊
急
消
毒

伝
承
活
動
支
援
金
を
平
高
校
へ
贈
呈

豚
コ
レ
ラ
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
止
！

　
Ｊ
Ａ
共
済
は
7
月
19
日
、「
第
9
回
高
校
生
の
神
楽

甲
子
園
」
に
特
別
出
演
校
と
し
て
参
加
す
る
南
砺
平

高
等
学
校
に
活
動
支
援
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
こ
の
支
援
金
は
、
農
村
文
化
と
し
て
の
郷
土
伝
統

芸
能
を
次
世
代
に
継
承
す
る
活
動
が
顕
著
な
高
校
に

毎
年
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
代
理
と
し
て
永
井

常
務
理
事
が
目
録
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
南
砺
平
高
等
学
校
郷
土
芸
能
部
は
7
月
27
・
28
日

に
広
島
県
で
開
催
さ
れ
た
神
楽
甲
子
園
で
越
中
五
箇

山
民
謡
3
曲
を
披
露
し
、
全
国
の
神
楽
な
ど
の
伝
承

活
動
に
励
む
高
校
18
校
の
演
舞
を
見
て
よ
い
刺
激
を

受
け
、
郷
土
芸
能
を
守
り
続
け
て
い
か
れ
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
共
済
　
特
別
協
賛

　
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
全
農
と
や
ま
は
７
月
6
・
7
日
、

第
37
回
農
業
機
械
総
合
大
展
示
会
・
農
機
フ
ェ
ア
２
０

１
９
を
富
山
市
の
テ
ク
ノ
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、Ｊ
Ａ
な

ん
と
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
機
メ
ー
カ
ー
35
社
が
小
物
用
品
か
ら
大
型
ま
で
約

１
０
０
０
点
の
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
搭
載
し

た
大
型
農
業
機
械
、
農
作
業
省
力
化
技
術
を
テ
ー
マ
に

し
た
最
新
の
農
業
機
械
を
展
示
し
ま
し
た
。

　
営
農
相
談
に
応
え
る
窓
口
の
開
設
や
、ド
ロ
ー
ン（
小

型
無
人
飛
行
機
）
の
デ
モ
飛
行
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
相

談
や
見
学
す
る
来
場
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

か  

こ
う

花梗部
か  こう
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管
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場
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ま
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期
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に
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ま
す
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で
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に
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良
好
で
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の
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と
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で
愛
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深
く
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て
、
ジ
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シ
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で
柔
ら
か
い
肉
質
が
特
長
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体
験
で
は
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後
、
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麦
「
農
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を
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た
パ
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に
挟
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で
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ド
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て
食
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で
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に
ほ
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、
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と
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１
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を
開
催
し
ま
し
た
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酒
造
好
適
米
産
地
の
確
立
と
日
本
酒
の
普
及
拡
大
を

目
的
と
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て
今
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で
25
回
目
の
開
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と
な
り
ま
し
た
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内
外
の
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元
な
ど
40
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が
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造
好
適
米
の
圃
場
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か
所
を
巡
回
し
、
隅
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ま
で
よ
く
管
理
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た
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場
と

元
気
に
育
つ
水
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の
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を
見
て
今
年
の
酒
造
好
適
米

の
品
質
に
期
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を
寄
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る
よ
う
で
し
た
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場
巡
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後
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ょ
う
は
な
座
で
開
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式
が
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れ
、

南
砺
農
業
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館
で
あ
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た
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造
関
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と
生
産
者
ら
の
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は
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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農
機
フ
ェア
２
０
１
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鋭
の
農
業
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中田正彦校長
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和田風吹部長
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、
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部
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生
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な
ど
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力
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、
養
豚
農
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の
農
場
周

囲
の
緊
急
消
毒
を
行
い
ま
し
た
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こ
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は
、
7
月
4
日
に
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阜
県
と
愛
知
県
、
三
重

県
で
豚
コ
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陽
性
の
野
生
の
イ
ノ
シ
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確
認
さ

れ
た
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ウ
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と
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も
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、
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り
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の
神
楽

甲
子
園
」
に
特
別
出
演
校
と
し
て
参
加
す
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が
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ど
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に
励
む
高
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18
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の
演
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を
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て
よ
い
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を
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け
、
郷
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芸
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を
守
り
続
け
て
い
か
れ
る
も
の
と

思
い
ま
す
。
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プ
と
全
農
と
や
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は
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・
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、
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を
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で
開
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し
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と
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ら
も
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く
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の
方
が
来
場
さ
れ
ま
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た
。
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社
が
小
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ら
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ま
で
約

１
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０
点
の
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術
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を
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化
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械
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。
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。
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65
歳
以
上
必
見
！

シ
ニ
ア
の
た
め
の

　
　
　
　農
作
業
安
全

高齢者自身による
農作業安全の取り組み

高
齢
者
の
農
作
業
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

な
ぜ
事
故
は
起
こ
る
の
か
、

ど
ん
な
事
故
が
多
い
の
か
な
ど
、

現
状
を
知
る
こ
と
で

事
故
防
止
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

解
説
／
人
間
工
学
専
門
家
　
石
川
文
武

イ
ラ
ス
ト
／
M
D
R
デ
ザ
イ
ン
事
務
所

1

　今
や
65
歳
以
上
が
農
業
の
主
役
!?

　
2
0
1
8
年
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
農
業
就
労
者
は
約

1
7
5
万
人
（
男
54
%
、
女
46
%
）
で
し
た
。
そ
の
う
ち

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
約
1
2
0
万
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
農
村
の
高
齢
化
率
は
2
0
1
5
年
の
31
・
2
%
か
ら

2
0
4
0
年
に
は
38
・
9
%
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
新
規
就
農
者
は
2
0
1
7
年
に
約
5
万
6
0
0
0
人
、

65
歳
以
上
が
約
1
万
5
0
0
0
人
と
な
っ
て
お
り
、
定
年

帰
農
、
ま
た
新
規
就
農
の
方
が
か
な
り
多
い
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
た
だ
し
、
新
規
就
農
者
よ
り
も
多
く
の
離
農
者

が
い
る
こ
と
も
確
か
で
就
農
者
全
体
が
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
雇
用
就
農
も
含
む
新
規
就
農
者
の
う
ち
非
農
家
出

身
者
が
3
分
の
2
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
新
規
就

農
者
が
、
農
業
機
械
の
操
作
な
ど
に
つ
い
て
ど
れ
だ
け
技

術
研
修
を
受
け
て
い
る
か
は
把
握
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

2

　死
亡
事
故
の
8
割
以
上
が
高
齢
者
！

　
2
0
1
7
年
の
農
作
業
死
亡
事
故
件
数
は
3
0
4
件
で

そ
の
う
ち
高
齢
者
が
84
%
を
占
め
、
就
農
割
合
よ
り
も
は

る
か
に
高
く
、
ま
た
、
図
に
示
す
よ
う
に
、
高
齢
者
の
死

亡
事
故
率
の
割
合
が
継
続
的
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
10

万
人
当
た
り
の
件
数
で
は
高
齢
者
死
亡
事
故
率
の
21
・
2

人
に
対
し
、
65
歳
未
満
は
7
・
9
人
と
、
高
齢
者
の
死
亡

3

　高
齢
者
自
身
の
事
後
処
理
も
大
切

　
農
作
業
死
亡
事
故
件
数
は
10
万
人
当
た
り
16
・
7
件

と
他
産
業
に
比
べ
て
高
く
、
こ
れ
を
建
設
業
の
同
6
・

5
人
、
全
産
業
の
同
1
・
5
人
に
い
か
に
早
く
近
づ
け

る
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
行
政

や
企
業
、
研
究
機
関
が
規
制
・
改
良
・
事
故
分
析
・
安

全
指
導
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
し
か
し
個
別
経
営
が
多
い
わ
が
国
の
農
業
で
は
、
労
働

基
準
法
や
労
働
安
全
衛
生
法
に
抵
触
し
て
い
て
も
強
い
指

導
が
行
き
届
き
に
く
い
の
が
現
状
で
す
。
今
後
、
法
人
化

が
進
め
ば
安
全
衛
生
管
理
は
向
上
す
る
で
し
ょ
う
が
、
効

果
が
目
に
見
え
て
く
る
に
は
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

　
ど
ん
な
に
注
意
し
て
い
て
も
時
に
は
失
敗
す
る
の
が

人
間
で
す
。
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験
が
あ
れ
ば
仲
間
に
そ

1
シ
ー
ズ
ン
に
一
度
は

取
扱
説
明
書
を
読
む

事
故
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
急
務
で
す
。
各
種
の
調
査
結

果
を
分
析
す
る
と
高
齢
者
以
外
で
は
死
亡
事
故
は
少
な
い

が
負
傷
事
故
が
多
い
。
高
齢
者
で
は
負
傷
事
故
は
少
な
い

が
死
亡
事
故
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

女
性
の
場
合
は
熱
中
症
で
亡
く
な
る
例
が
近
年
増
え
て
お

り
、
こ
れ
が
女
性
農
業
者
の
死
亡
事
故
率
上
昇
の
一
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
原
因
と
し
て
、
高
齢
化
に
伴
う
心
身
諸
機
能
の
低

下
を
自
覚
せ
ず
に
作
業
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
視
力
・
聴
力
の
低
下
、
関
節
回
動
度
の
低
下
、
周
囲

の
状
況
変
化
の
把
握
が
不
十
分
に
な
る
こ
と
、
俊
敏
性
の

低
下
、
新
規
導
入
し
た
機
械
や
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
訓
練

等
の
軽
視
、
連
絡
合
図
方
法
の
不
徹
底
な
ど
で
す
。

　
農
業
は
今
後
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
展
開
な
ど
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
が
組
み
込
ま
れ
た
農
業
機
械
が
多
く
な
り
、

農
機
の
操
作
も
従
来
と
は
ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
新
時
代
の
機
械
に
十
分
な
対
応
が
で
き
な
い

方
あ
る
い
は
狭
小
な
中
山
間
地
域
で
の
作
業
を
行
う
方

は
、作
業
能
率
な
ど
が
向
上
し
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

従
来
の
使
い
慣
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
の
営
農
を
考
え
る
と
良

い
で
し
ょ
う
。

　
自
分
の
心
身
諸
機
能
の
低
下
程
度
を
体
力
測
定
や
認

知
機
能
検
査
な
ど
で
確
認
し
、
安
全
第
一
で
農
作
業
に
取

り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
こ
と
は
ご
本
人
だ
け
に

任
せ
る
の
で
は
な
く
、
ご
家
族
、
近
隣
の
方
や
普
及
員
、

営
農
指
導
員
な
ど
の
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
必
要
で
す
。

の
体
験
と
、
ヒ
ヤ
リ
で
済
ん
だ
こ
と
を
説
明
し
、
情
報

を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
地
域
で
の
事
故
防
止
に

つ
な
が
り
ま
す
。
事
故
が
起
き
た
ら
ま
ず
原
因
調
査
で

す
。
そ
の
調
査
は
「
再
発
防
止
」
の
た
め
に
行
う
の
で

す
か
ら
、
直
接
原
因
だ
け
で
な
く
間
接
原
因
も
詳
し
く

調
べ
ま
し
ょ
う
。

　
残
念
な
が
ら
事
故
を
ゼ
ロ
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
け
が

の
場
合
に
は
止
血
や
添
え
木
を
当
て
る
な
ど
フ
ァ
ー
ス

ト
エ
イ
ド
（
急
な
け
が
に
対
し
て
の
最
初
の
治
療
行
動
）

を
行
い
ま
す
。
意
識
が
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
A
E
D

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）を
使
っ
て
心
肺
蘇
生
を
行
い
、

救
急
隊
に
引
き
継
ぎ
ま
し
ょ
う
。
第
一
発
見
者
が
適
切

な
処
置
を
し
た
か
ど
う
か
が
救
命
の
分
か
れ
目
に
な
り

ま
す
。
応
急
手
当
て
に
つ
い
て
は
、
お
近
く
の
消
防
署

か
日
本
赤
十
字
社
で
講
習
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

取
扱
説
明
書
や
カ
タ
ロ

グ
に
記
載
さ
れ
て
い
な

い
使
い
方
は
し
な
い

点
検
整
備
を
定
期
的
に

行
い
、
自
分
で
で
き
な

い
と
き
は
整
備
業
者
に

依
頼
す
る

自
分
の
技
術
力
や

体
力
を
過
信
し
な
い

1
人
作
業
時
は
「
ど
こ

で
、
何
の
作
業
を
す
る

か
」
を
家
族
に
知
ら
せ

る
と
と
も
に
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
な
ど
に
書
き
込

ん
で
お
く

休
憩
時
間
を
必
ず
設
定

し
実
行
す
る
。

「
あ
と
少
し
だ
か
ら
続

け
よ
う
」
は
や
め
る
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65
歳
以
上
必
見
！

シ
ニ
ア
の
た
め
の

　
　
　
　農
作
業
安
全

高齢者自身による
農作業安全の取り組み

高
齢
者
の
農
作
業
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

な
ぜ
事
故
は
起
こ
る
の
か
、

ど
ん
な
事
故
が
多
い
の
か
な
ど
、

現
状
を
知
る
こ
と
で

事
故
防
止
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

解
説
／
人
間
工
学
専
門
家
　
石
川
文
武

イ
ラ
ス
ト
／
M
D
R
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
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　今
や
65
歳
以
上
が
農
業
の
主
役
!?

　
2
0
1
8
年
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
農
業
就
労
者
は
約

1
7
5
万
人
（
男
54
%
、
女
46
%
）
で
し
た
。
そ
の
う
ち

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
約
1
2
0
万
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
農
村
の
高
齢
化
率
は
2
0
1
5
年
の
31
・
2
%
か
ら

2
0
4
0
年
に
は
38
・
9
%
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
新
規
就
農
者
は
2
0
1
7
年
に
約
5
万
6
0
0
0
人
、

65
歳
以
上
が
約
1
万
5
0
0
0
人
と
な
っ
て
お
り
、
定
年

帰
農
、
ま
た
新
規
就
農
の
方
が
か
な
り
多
い
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
た
だ
し
、
新
規
就
農
者
よ
り
も
多
く
の
離
農
者

が
い
る
こ
と
も
確
か
で
就
農
者
全
体
が
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
雇
用
就
農
も
含
む
新
規
就
農
者
の
う
ち
非
農
家
出

身
者
が
3
分
の
2
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
新
規
就

農
者
が
、
農
業
機
械
の
操
作
な
ど
に
つ
い
て
ど
れ
だ
け
技

術
研
修
を
受
け
て
い
る
か
は
把
握
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

2

　死
亡
事
故
の
8
割
以
上
が
高
齢
者
！

　
2
0
1
7
年
の
農
作
業
死
亡
事
故
件
数
は
3
0
4
件
で

そ
の
う
ち
高
齢
者
が
84
%
を
占
め
、
就
農
割
合
よ
り
も
は

る
か
に
高
く
、
ま
た
、
図
に
示
す
よ
う
に
、
高
齢
者
の
死

亡
事
故
率
の
割
合
が
継
続
的
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
10

万
人
当
た
り
の
件
数
で
は
高
齢
者
死
亡
事
故
率
の
21
・
2

人
に
対
し
、
65
歳
未
満
は
7
・
9
人
と
、
高
齢
者
の
死
亡

3

　高
齢
者
自
身
の
事
後
処
理
も
大
切

　
農
作
業
死
亡
事
故
件
数
は
10
万
人
当
た
り
16
・
7
件

と
他
産
業
に
比
べ
て
高
く
、
こ
れ
を
建
設
業
の
同
6
・

5
人
、
全
産
業
の
同
1
・
5
人
に
い
か
に
早
く
近
づ
け

る
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
行
政

や
企
業
、
研
究
機
関
が
規
制
・
改
良
・
事
故
分
析
・
安

全
指
導
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
し
か
し
個
別
経
営
が
多
い
わ
が
国
の
農
業
で
は
、
労
働

基
準
法
や
労
働
安
全
衛
生
法
に
抵
触
し
て
い
て
も
強
い
指

導
が
行
き
届
き
に
く
い
の
が
現
状
で
す
。
今
後
、
法
人
化

が
進
め
ば
安
全
衛
生
管
理
は
向
上
す
る
で
し
ょ
う
が
、
効

果
が
目
に
見
え
て
く
る
に
は
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

　
ど
ん
な
に
注
意
し
て
い
て
も
時
に
は
失
敗
す
る
の
が

人
間
で
す
。
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験
が
あ
れ
ば
仲
間
に
そ

1
シ
ー
ズ
ン
に
一
度
は

取
扱
説
明
書
を
読
む

事
故
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
急
務
で
す
。
各
種
の
調
査
結

果
を
分
析
す
る
と
高
齢
者
以
外
で
は
死
亡
事
故
は
少
な
い

が
負
傷
事
故
が
多
い
。
高
齢
者
で
は
負
傷
事
故
は
少
な
い

が
死
亡
事
故
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

女
性
の
場
合
は
熱
中
症
で
亡
く
な
る
例
が
近
年
増
え
て
お

り
、
こ
れ
が
女
性
農
業
者
の
死
亡
事
故
率
上
昇
の
一
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
原
因
と
し
て
、
高
齢
化
に
伴
う
心
身
諸
機
能
の
低

下
を
自
覚
せ
ず
に
作
業
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
視
力
・
聴
力
の
低
下
、
関
節
回
動
度
の
低
下
、
周
囲

の
状
況
変
化
の
把
握
が
不
十
分
に
な
る
こ
と
、
俊
敏
性
の

低
下
、
新
規
導
入
し
た
機
械
や
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
訓
練

等
の
軽
視
、
連
絡
合
図
方
法
の
不
徹
底
な
ど
で
す
。

　
農
業
は
今
後
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
展
開
な
ど
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
が
組
み
込
ま
れ
た
農
業
機
械
が
多
く
な
り
、

農
機
の
操
作
も
従
来
と
は
ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
新
時
代
の
機
械
に
十
分
な
対
応
が
で
き
な
い

方
あ
る
い
は
狭
小
な
中
山
間
地
域
で
の
作
業
を
行
う
方

は
、作
業
能
率
な
ど
が
向
上
し
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

従
来
の
使
い
慣
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
の
営
農
を
考
え
る
と
良

い
で
し
ょ
う
。

　
自
分
の
心
身
諸
機
能
の
低
下
程
度
を
体
力
測
定
や
認

知
機
能
検
査
な
ど
で
確
認
し
、
安
全
第
一
で
農
作
業
に
取

り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
こ
と
は
ご
本
人
だ
け
に

任
せ
る
の
で
は
な
く
、
ご
家
族
、
近
隣
の
方
や
普
及
員
、

営
農
指
導
員
な
ど
の
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
必
要
で
す
。

の
体
験
と
、
ヒ
ヤ
リ
で
済
ん
だ
こ
と
を
説
明
し
、
情
報

を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
地
域
で
の
事
故
防
止
に

つ
な
が
り
ま
す
。
事
故
が
起
き
た
ら
ま
ず
原
因
調
査
で

す
。
そ
の
調
査
は
「
再
発
防
止
」
の
た
め
に
行
う
の
で

す
か
ら
、
直
接
原
因
だ
け
で
な
く
間
接
原
因
も
詳
し
く

調
べ
ま
し
ょ
う
。

　
残
念
な
が
ら
事
故
を
ゼ
ロ
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
け
が

の
場
合
に
は
止
血
や
添
え
木
を
当
て
る
な
ど
フ
ァ
ー
ス

ト
エ
イ
ド
（
急
な
け
が
に
対
し
て
の
最
初
の
治
療
行
動
）

を
行
い
ま
す
。
意
識
が
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
A
E
D

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）を
使
っ
て
心
肺
蘇
生
を
行
い
、

救
急
隊
に
引
き
継
ぎ
ま
し
ょ
う
。
第
一
発
見
者
が
適
切

な
処
置
を
し
た
か
ど
う
か
が
救
命
の
分
か
れ
目
に
な
り

ま
す
。
応
急
手
当
て
に
つ
い
て
は
、
お
近
く
の
消
防
署

か
日
本
赤
十
字
社
で
講
習
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

取
扱
説
明
書
や
カ
タ
ロ

グ
に
記
載
さ
れ
て
い
な

い
使
い
方
は
し
な
い

点
検
整
備
を
定
期
的
に

行
い
、
自
分
で
で
き
な

い
と
き
は
整
備
業
者
に

依
頼
す
る

自
分
の
技
術
力
や

体
力
を
過
信
し
な
い

1
人
作
業
時
は
「
ど
こ

で
、
何
の
作
業
を
す
る

か
」
を
家
族
に
知
ら
せ

る
と
と
も
に
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
な
ど
に
書
き
込

ん
で
お
く

休
憩
時
間
を
必
ず
設
定

し
実
行
す
る
。

「
あ
と
少
し
だ
か
ら
続

け
よ
う
」
は
や
め
る
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エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
は
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ブ
ラ
ン
ド
商
品
で
す
。
食
品
・
日
用
品
・
衣
料
品
な
ど
私
達
の

く
ら
し
に
必
要
な
商
品
が
1
7
0
0
点
！
添
加
物
を
極
力
排
除
し
安
全
・
安
心
に
こ
だ
わ
っ
た
商
品
で

す
。
Ａ
コ
ー
プ
な
ん
と
セ
フ
レ
店
で
は
一
部
取
扱
わ
な
い
商
品
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
Ｊ
Ａ
な
ん
と
生
活
課
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。
（
☎
６
２

－

２
５
０
０
）

Ｊ
Ａ
富
山
県
女
性
組
織
協
議
会
・

富
山
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
健
康
で

快
適
な
く
ら
し
を
応
援
し
ま
す
。

エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
と
は

JA全農とやまのホームページ「にぎわいレシピ」（http://www.ty.zennoh.or.jp/recipe/）
ではエーコープマーク品を使ったレシピをご紹介しています。ぜひご覧ください。
レシピはこちらからご覧になれます。

今
月
の
お
す
す
め
商
品

今
月
の
お
す
す
め
商
品

共同購入価格

簡
単
和
風
だ
し
旨
！

だ
し
パ
�
ク８

ｇ
×
16
袋

材料

おいしいだしの取り方

簡単和風だし旨！だしパック････ 適量
酒･････････････････････････････適量 
塩･････････････････････････････適量 
いりごま･･･････････････････････適量
あおさ･････････････････････････適量

●
か
つ
お
節
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
、
さ

ば
節
、
昆
布
で
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
た
本

格
派
の
だ
し
パ
ッ
ク
で
す
。
様
々
な
お

料
理
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

●
だ
し
パ
ッ
ク
の
中
身
も
お
料
理
に
お
使

い
い
た
だ
け
ま
す
。

●
原
材
料
の
か
つ
お
節
、
さ
ば
節
、
昆
布

以
外
、
調
味
料
は
不
使
用
で
す
。

541円

作ってみた
感想 　簡単にご飯に合うふりかけができました。弱火

でじっくりと水分をとばしてください。

作り方

だしをとったあとのだしパックで作る
美味しいふりかけです

水500㎖に本品を１袋入
れてから煮出します。
※水の量でお好みの濃さのだ
しをお作りいただけます。

沸騰したら約３～５分間
弱火で煮出します。

火を止めて、袋を取り出
します。

①だしパックをフライパンに入れ、
水気を飛ばします。

②ある程度水気が飛んだら酒を加え
て、再び水気を飛ばします。 

③パラパラになったら、塩を振っ
て、いりごまとあおさを加えよく
混ぜてできあがり。

〜
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
商
品
を

    

使
っ
た
料
理
教
室
〜

〜
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
商
品
を

    

使
っ
た
料
理
教
室
〜

〜
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
商
品
を

    

使
っ
た
料
理
教
室
〜

〜
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
商
品
を

    

使
っ
た
料
理
教
室
〜

だしパックの
ふりかけ

　
6
月
30
日
、
富
山
県
内
で
の
開
催
は
7
年
ぶ
り
と
な
る
Ｊ
Ａ
女
性
組

織
東
海
北
陸
地
区
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
富
山
市
の
呉
羽
ハ
イ
ツ
で
開
催

さ
れ
、
７
県
の
女
性
部
員
約
３
０
０
人
が
集
ま
り
、Ｊ
Ａ
な
ん
と
女
性
部

か
ら
は
本
部
役
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
谷
井
悦
子
会
長
が
、「
富
山
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
、
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」
と
開
会
の
挨
拶
を
し
、
そ
の
後
、
各
県
の
代
表
7
人
が

女
性
部
で
の
日
頃
の
活
動
や
体
験
を
発
表
し
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
に
は
、

閉
店
し
た
Ａ
コ
ー
プ
の
建
物
で
朝

市
を
始
め
た
経
験
を
紹
介
し
た
、Ｊ

Ａ
愛
知
東
の
加
藤
久
美
子
さ
ん
が

選
ば
れ
、「
今
で
は
活
動
の
場
が
広

が
り
食
堂
運
営
や
弁
当
作
り
に
も

取
り
組
み
、
今
後
は
女
性
部
で
移

動
販
売
車
を
運
営
し
た
い
」
と
、
い

き
い
き
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
7
月
10
日
、
平
地
域
の
春
光
荘
に
お
い

て
、
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
商
品
の
「
は
ち

み
つ
」
と
「
あ
げ
ら
く
天
」
を
使
っ
た
料

理
教
室
を
行
い
、
11
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
㈱
藤
井
養
蜂
場
の
三
浦
修
氏
を

お
招
き
し
、
初
め
に
は
ち
み
つ
の
栄
養
成

分
や
商
品
の
紹
介
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　「
鶏
肉
の
は
ち
み
つ
さ
わ
や
か
煮
」
は
、

鶏
肉
を
鍋
に
入
れ
、
は
ち
み
つ
が
入
っ
た

「
食
菜
酢
」
を
注
い
で
煮
つ
め
て
出
来
上
が

り
で
す
。「
は
ち
み
つ
キ
ャ
ラ
メ
ル
ナ
ッ
ツ
」

は
、
今
話
題
の
ナ
ッ
ツ
を
キ
ャ
ラ
メ
ル
で

▲ＪＡなんと女性部本部役員が出席しました

▲谷井悦子会長の挨拶

▲料理教室の様子

▲講師の三浦修氏

▲エーコープマーク品を使ってできあがり！

▲活動・体験の発表の様子

❶ ❷ ❸

包
み
込
む
、
女
性
に
大
人
気
の
デ
ザ
ー
ト
。

鍋
に
は
ち
み
つ
、
バ
タ
ー
を
入
れ
て
中
火

に
か
け
、キ
ャ
ラ
メ
ル
色
に
な
っ
た
ら
ナ
ッ

ツ
を
加
え
て
出
来
上
が
り
で
す
。「
フ
ラ
イ

パ
ン
ピ
ザ
」
は
、
あ
げ
ら
く
天
で
生
地
を

作
っ
て
フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼
き
ま
す
。

　
今
回
は
簡
単
に
作
れ
る
も
の
ば
か
り
で

短
時
間
で
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

食
菜
酢
は
は
ち
み
つ
と
米
酢
を
ベ
ー
ス
に

し
た
万
能
調
味
料
で
夏
野
菜
に
か
け
て
も

合
い
ま
す
。
こ
の
暑
い
時
期
に
重
宝
し
そ

う
と
皆
さ
ん
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

平
支
部

リーダー研修会リーダー研修会
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Ａ
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す
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・
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節
を
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ん
だ
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に
使
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し
、
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、
昆
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で
バ
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を
整
え
た
本

格
派
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で
す
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利
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け
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す
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は
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水500㎖に本品を１袋入
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※水の量でお好みの濃さのだ
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若
手
職
員
紹
介

若
手
職
員
紹
介

勝
田
大
樹
さ
ん

　
　美
保
さ
ん 

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は

　
私
達
は
、
毎
週
火
曜
日
に
踊
り
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
発
表
会
や

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
さ
せ
て
い
た
だ
く
時
に
は
、
力
が
入
り
ま
す
。

　
踊
り
の
練
習
は
真
剣
で
す
が
、
休
憩
時
間
は
笑
い
が
絶
え
な
い
仲
間

達
で
す
。

　
今
の
時
代
、
人
生
1
0
0
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
達
も
先
達
の

教
え
を
守
り
な
が
ら
健
康
に
留
意
し
、「
1
0
0
ま
で
踊
ろ
う
」
を
合
言

葉
に
踊
り
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
地
域
に
貢

献
で
き
る
よ
う
、
喜
ば
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

語
彙
　
3
級

【
　
　
　
】
の
中
の
言
葉
に
対
し
て
、
ア
は
意
味
の

最
も
類
似
し
た
語
（
類
義
語
）
を
、
イ
は
対
照
的

な
意
味
を
表
す
語
（
対
義
語
）
を
選
ん
で
、
番
号

で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

ア
【
廉
価
】 

イ
【
冗
漫
】

（
１
）
原
価
　
 
（
１
）
簡
便

（
２
）
特
価
 

（
２
）
簡
易
　

（
３
）
安
価
 

（
３
）
簡
潔

　解
答
・
解
説

問
一
　
ア
…
（
３
）　
　
イ
…
（
３
）

　
ア
の
「
廉
価
」
は
、
値
段
が
安
い
こ
と
。（
３
）「
安

価
」
が
同
じ
意
味
を
表
す
語
。（
１
）「
原
価
」
は
、

仕
入
れ
の
値
段
、
ま
た
、
商
品
の
製
造
に
要
し
た

費
用
の
こ
と
。（
２
）「
特
価
」
は
、
特
別
に
安
く

つ
け
た
値
段
の
こ
と
。

　
イ
の
「
冗
漫
」
は
、
表
現
に
締
ま
り
が
な
く
て

む
だ
が
多
い
様
子
。
対
義
語
は
、
表
現
が
簡
単
で

要
領
を
得
て
い
る
様
子
を
い
う
、（
３
）「
簡
潔
」

で
あ
る
。（
１
）「
簡
便
」
は
、
手
軽
で
便
利
に
利

用
で
き
る
様
子
。（
２
）「
簡
易
」
は
、
む
ず
か
し

く
な
く
て
手
軽
に
で
き
る
様
子
。

　
7
月
7
日
が
弥
市
の
誕
生
日
で
、
家
族
で
お
祝
い
し
ま
し
た
。
好
き

な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
に
大
喜
び
で
し
た
。
8
歳
に

な
っ
て
頑
張
り
た
い
こ
と
は
宿
題
と
勉
強
で
、
最
近
で
は
、
幼
虫
か
ら

育
て
て
い
た
カ
ブ
ト
ム
シ
が
羽
化
し
て
オ
ス
の
成
虫
に
な
っ
た
こ
と
が

嬉
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
勉
強
も
遊
び
も
頑
張
っ
て
大
き
く
成
長
し
て
く
れ
た
ら
い
い
な
、
と

思
い
ま
す
。

仕
事
内
容

　
農
業
用
機
械
の
販
売
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い
、

組
合
員
の
方
に
安
全
に
作
業
し
て
も
ら
え
る
よ
う

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

仕
事
を
し
て
い
て
楽
し
い
と
思
う
時
・
や
り

が
い
を
感
じ
る
時
は
ど
ん
な
時
で
す
か
？

　
修
理
を
し
て
、
お
客
さ
ん
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」

と
言
っ
て
も
ら
え
た
時
が
一
番
や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
。

読
者
の
皆
さ
ん
に
一
言
！

　
僕
は
、
U
タ
ー
ン
で
地
元
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

新
し
い
職
場
で
改
め
て
仕
事
を
覚
え
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
が
、
先
輩
方
か
ら
多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
学
び
、
組
合
員
の
方

の
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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猟
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つ
も
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で
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が
と
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介
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介
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。
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憩
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。
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踊
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踊
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献
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。
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葉
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２
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２
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３
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３
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潔

　解
答
・
解
説

問
一
　
ア
…
（
３
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３
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３
）「
安

価
」
が
同
じ
意
味
を
表
す
語
。（
１
）「
原
価
」
は
、

仕
入
れ
の
値
段
、
ま
た
、
商
品
の
製
造
に
要
し
た

費
用
の
こ
と
。（
２
）「
特
価
」
は
、
特
別
に
安
く

つ
け
た
値
段
の
こ
と
。

　
イ
の
「
冗
漫
」
は
、
表
現
に
締
ま
り
が
な
く
て

む
だ
が
多
い
様
子
。
対
義
語
は
、
表
現
が
簡
単
で

要
領
を
得
て
い
る
様
子
を
い
う
、（
３
）「
簡
潔
」

で
あ
る
。（
１
）「
簡
便
」
は
、
手
軽
で
便
利
に
利

用
で
き
る
様
子
。（
２
）「
簡
易
」
は
、
む
ず
か
し

く
な
く
て
手
軽
に
で
き
る
様
子
。

　
7
月
7
日
が
弥
市
の
誕
生
日
で
、
家
族
で
お
祝
い
し
ま
し
た
。
好
き

な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
に
大
喜
び
で
し
た
。
8
歳
に

な
っ
て
頑
張
り
た
い
こ
と
は
宿
題
と
勉
強
で
、
最
近
で
は
、
幼
虫
か
ら

育
て
て
い
た
カ
ブ
ト
ム
シ
が
羽
化
し
て
オ
ス
の
成
虫
に
な
っ
た
こ
と
が

嬉
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
勉
強
も
遊
び
も
頑
張
っ
て
大
き
く
成
長
し
て
く
れ
た
ら
い
い
な
、
と

思
い
ま
す
。

仕
事
内
容

　
農
業
用
機
械
の
販
売
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い
、

組
合
員
の
方
に
安
全
に
作
業
し
て
も
ら
え
る
よ
う

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

仕
事
を
し
て
い
て
楽
し
い
と
思
う
時
・
や
り

が
い
を
感
じ
る
時
は
ど
ん
な
時
で
す
か
？

　
修
理
を
し
て
、
お
客
さ
ん
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」

と
言
っ
て
も
ら
え
た
時
が
一
番
や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
。

読
者
の
皆
さ
ん
に
一
言
！

　
僕
は
、
U
タ
ー
ン
で
地
元
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

新
し
い
職
場
で
改
め
て
仕
事
を
覚
え
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
が
、
先
輩
方
か
ら
多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
学
び
、
組
合
員
の
方

の
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

井
口
民
踊
教
室

西
田
弥
市
く
ん（
８
歳
）

　
　
　お
父
さ
ん 
伸
弥
さ
ん

　お
母
さ
ん 

純
さ
ん

 

我
が
家
の
ア
イ
ド
ル

我
が
家
の
ア
イ
ド
ル

仲
良
し
ご
夫
婦

仲
良
し
ご
夫
婦

み
ん
な
広
場

の

み
ん
な
広
場

の
２
人
の
馴
れ
初
め
は
？

美
容
室
の
ス
タ
ッ
フ
と
お
客
さ
ん

パ
ー
ト
ナ
ー
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か
？

大
樹
さ
ん
　「
面
白
い
と
こ
ろ
」

美
保
さ
ん
　「
器
が
大
き
い
と
こ
ろ
」

奥
様
が
作
る
料
理
で
一
番
好
き
な
も
の
は
何
で
す
か
？

奥
様
の
得
意
料
理
は
？

大
樹
さ
ん
　「
大
根
と
豚
肉
の
甘
辛
煮
」

美
保
さ
ん
　「
ハ
ン
バ
ー
グ
」

こ
れ
か
ら
挑
戦
し
て
み
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

大
樹
さ
ん
　「
狩
猟
」

美
保
さ
ん
　「
山
伏
の
よ
う
な
生
活
」

パ
ー
ト
ナ
ー
に
一
言
！

大
樹
さ
ん
　「
い
つ
も
楽
し
い
で
す
。あ
り
が
と
う
」

美
保
さ
ん
　「
こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
い
ろ
い
ろ
楽
し
も
う
！
」

平成29年 2月22日 ご結婚
北野
地域

井口
地域

大鋸屋
地域

水
上
智
史 

職
員

社
会
人
の
た
め
の

社
会
人
の
た
め
の

日
本
語
検
定

日
本
語
検
定

日
本
語
検
定

日
本
語
検
定

●
出
題
：
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
　日
本
語
検
定
委
員
会

農
機
課

平成29年
入組 日本語検定

公式キャラクター にほごん

や

　い
ち

122019年 9月号13 2019年 9月号

ひ
ろ      

き



❖ 

寿
　
句
会

焼
鮎
の
大
皿
囲
む
家
族
づ
れ
　
　
　
　

鬼
灯
の
花
一
つ
咲
く
木
の
陰
に
　
　
　

姉
妹
の
揃
ひ
経
読
む
夏
座
敷
　
　
　
　

茗
荷
の
子
虫
に
刺
さ
れ
て
二
つ
三
つ
　

住
み
着
い
て
守
り
神
と
ぞ
青
大
将
　
　

夕
立
に
自
転
車
立
ち
漕
ぎ
下
校
の
子
　

青
芝
や
ロ
ボ
ッ
ト
前
を
通
り
過
ぎ
　
　

初
夏
の
陽
気
に
鳥
の
七
八
羽
　
　
　
　

テ
レ
ビ
見
て
い
つ
か
ま
ど
む
古
簾
　
　

限
も
な
き
老
い
の
日
課
や
草
を
引
く
　

黒
南
風
や
門
に
売
家
の
札
の
立
ち
　
　

❖ 

利
波
川
社
句
会

朝
涼
や
ふ
ら
り
と
出
で
て
三
千
歩
　

通
さ
れ
て
百
合
の
香
こ
も
る
奥
座
敷

濡
れ
て
な
ほ
ひ
と
仕
事
あ
り
夏
の
雨

新
玉
葱
三
袋
も
買
ふ
百
円
市
　
　
　

草
い
き
れ
振
り
払
ふ
ご
と
刈
り
進
む

夕
立
に
歩
の
進
む
人
止
ま
る
人
　
　

❖ 

ク
ロ
ー
バ
ー
句
会

白
菖
蒲
雨
粒
溜
め
て
妖
艶
に
　
　
　
　

籠
枕
夢
抜
け
ぬ
や
う
カ
バ
ー
掛
け
　
　

さ
く
ら
ん
ぼ
思
い
出
深
き
地
は
空
地
　

プ
ー
ン
と
来
パ
ン
と
叩
い
て
縞
蚊
か
な

茄
子
漬
の
口
に
含
め
ば
初
夏
の
味
　
　

投
票
を
終
へ
と
り
あ
え
ず
紫
蘇
を
揉
む

不
意
打
ち
の
こ
む
ら
返
り
の
木
下
闇
　

し
が
ら
み
を
侮
る
な
か
れ
灸
花
　
　
　

　❖ 

梅
の
実
句
会

反
応
の
無
き
手
を
握
り
梅
雨
寒
し
　
　

ま
た
言
葉
増
え
て
児
の
手
の
か
た
つ
む
り

鬼
灯
を
鳴
ら
し
齢
を
忘
れ
を
り
　

鮎
を
食
む
今
日
の
命
を
い
た
だ
け
り

向
日
葵
の
笑
顔
を
愛
で
て
活
け
に
け
り

明
る
さ
を
競
ふ
無
心
の
蛍
か
な
　

❖ 

わ
か
ば
句
会

風
鈴
の
あ
る
か
な
き
か
の
風
に
和
す

夕
立
に
青
な
ほ
青
く
砺
波
富
士
　
　

昼
寝
覚
め
頬
に
残
り
し
畳
の
目
　
　
　

昭

　生

千
恵
子

秀

　子

忠

　代

敏

　子

光

　子

美
智
子

小
夜
子

み
の
り

み
つ
子

未

　知
　達

純

　尚

清

　美

不

　二

淑

　枝

や
す
子

文

　子

悦

　子

志

　子

茂

　美

汀
留
子

真
理
子

孝

　臣

城

　子

昭

　代

日
登
美

志
美
枝

喜
美
女

貞

　子
　孝

友

　之

欣

　正

香

　織

高
齢
者
の
集
い

福 祉 課福 祉 課こんにちは ですこんにちは です
第
３
回
や
す
ん
ご
と
会

　
梅
雨
で
鬱
陶
し
い
日
が
続
く
中
、
東
部
支
店
に
お
い
て
７
月

の
や
す
ん
ご
と
会
を
開
催
し
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
8
月
の
や
す
ん
ご
と
会
で
使
う
フ
ラ
ダ
ン
ス
用
の

レ
イ
花
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
さ
れ

る
方
、
集
中
し
て
真
剣
に
さ
れ
る
方
い
ろ
い
ろ
で
、
地
道
な
作

業
で
し
た
が
、指
先
を
動
か
し
き
れ
い
な
花
を
た
く
さ
ん
作
り
、

ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
に
取
り
付
け
て
完
成
と
な
り
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
り
ん
ご
の
歌
・
き
よ
し
の
ズ
ン
ド
コ
節
に
合

わ
せ
て
身
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
皆
さ
ん
に
輪
に
な
っ
て
い
た
だ

き
、
手
遊
び
歌
で
身
体
を
慣
ら
し
て
か
ら
、
夏
の
歌
の
「
夏
は

来
ぬ
」「
海
」「
わ
れ
は
海
の
子
」
を
歌
い
、
子
供
の
頃
の
懐
か

し
い
川
遊
び
の
思
い
出
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
皆
で
輪
に
な
り
お
隣
さ
ん
が
持
つ
計
量
ス
プ
ー
ン
に

豆
を
渡
し
て
い
く
「
ス
プ
ー
ン
豆
送
り
ゲ
ー
ム
」
を
し
ま
し
た
。

少
量
の
豆
か
ら
徐
々
に
豆
の
量
が
増
え
て
い
く
と
、「
慌
て
な

い
で
」
と
声
を
掛
け
あ
い
な
が
ら
慎
重
に
渡
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
途
中
、
豆
が
転
が
っ
て
い
っ
た
り
し
て
、
笑
い
も
あ
り
賑

や
か
な
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
来
月
も
元
気
に
参
加
し
て
、
作
っ
た
レ
イ
花
を
首
に
掛
け
て

フ
ラ
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
と
お
伝
え
し
ま
し
た
。

お
友
達
も
誘
っ
て
皆
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

次
回
は
10
月
17
日
　
民
謡
・
歌
・
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
で
す
。

 

会
　
　
費
　 

１
回
　
５
０
０
円

 

お
申
込
み
　 

福
祉
課
　
６
２

－

８
５
８
８

▼▲手遊び歌で楽しく身体ほぐし

▲皆でおしゃべりしながらレイ花作り

▲豆を落とさないよう ▲上手にできました

7
月
21
日

泉
沢
地
区

　女
性
11
人

　
り
ん
ご
の
歌
の
体
操
で
始
ま
り
、
童
謡
の
替
え

歌
を
お
腹
の
中
か
ら
声
を
出
し
て
歌
い
、
笑
い
あ

い
ま
し
た
。
「
ピ
ン
ポ
ン
玉
送
り
ゲ
ー
ム
」
は
、

お
題
に
答
え
ら
れ
る
ま
で
ラ
ケ
ッ
ト
の
上
の
ピ
ン

ポ
ン
玉
を
隣
の
方
に
渡
せ
な
い
ゲ
ー
ム
の
た
め
、

頭
と
身
体
を
使
っ
て
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

7
月
11
日

吉
松
地
区

　男
性
2
人

　女
性
9
人

　
明
治
元
年
か
ら
平
成
ま
で
の
米
の
価
格
の
移

り
変
わ
り
を
表
に
し
た
も
の
を
見
て
い
た
だ
き
、

皆
さ
ん
当
時
を
思
い
出
し
て
懐
か
し
が
ら
れ
、
大

い
に
話
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
次
に
サ
イ
コ
ロ

ゲ
ー
ム
を
行
い
、
指
の
体
操
や
、
肩
を
た
た
き

あ
っ
た
り
歌
を
歌
っ
た
り
し
て
男
女
問
わ
ず
仲

良
く
参
加
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

「
災
害
な
ど
に
あ
っ
た
と
き
」

「
災
害
な
ど
に
あ
っ
た
と
き
」

御隠居と熊さんの

税金こばなし¥

砺
波
税
務
署

熊
さ
ん
…
御
隠
居
、
９
月
１
日
は
何
の
日
か
ご
存
知
で
？

御
隠
居
…
う
む
。
９
月
１
日
は
、
防
災
の
日
じ
ゃ
ろ
う
が
。

熊
さ
ん
…
さ
す
が
ご
隠
居
で
や
ん
す
ね
。

御
隠
居
…
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
じ
ゃ
。
日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
も
っ
て
生
活
す
る
こ
と
が
大
事

じ
ゃ
な
。

熊
さ
ん
…
と
こ
ろ
で
、
御
隠
居
、
地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
で
被
害
に
遭
っ
た
時
に
、
税
金
面
で

助
け
て
も
ら
え
る
っ
て
こ
と
は
あ
る
で
や
ん
す
か
？

御
隠
居
…
所
得
税
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
あ
る
ぞ
。
地
震
、火
災
、風
水
害
な
ど
の
災
害
に
よ
っ

て
、
住
宅
や
家
財
な
ど
に
損
害
を
受
け
た
時
は
、
確
定
申
告
で
、①「
所
得
税
法
」

に
定
め
る
雑
損
控
除
の
方
法
と
②「
災
害
減
免
法
」
に
定
め
る
所
得
税
の
軽
減
免
除

に
よ
る
方
法
の
ど
ち
ら
か
有
利
な
方
法
を
選
ぶ
こ
と
で
、
所
得
税
の
全
部
又
は
一

部
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
…
二
つ
の
方
法
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
で
や
ん
す
か
？

御
隠
居
…
ま
ず
、
損
失
の
発
生
原
因
じ
ゃ
が
、①
雑
損
控
除
は
、
災
害
、
盗
難
、
横
領
に
よ
る
損

失
が
対
象
じ
ゃ
が
、②
災
害
減
免
法
は
、
災
害
に
よ
る
損
害
だ
け
な
ん
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
…
と
い
う
こ
と
は
、「
災
害
減
免
法
」
を
選
択
で
き
る
の
は
、
災
害
に
よ
る
損
害
を
受
け

た
場
合
だ
け
な
ん
で
や
ん
す
ね
。

対
象
に
な
る
資
産
に
違
い
は
あ
る
で
や
ん
す
か
？

御
隠
居
…
①
雑
損
控
除
は
、
生
活
に
通
常
必
要
な
資
産
が
対
象
、②
災
害
減
免
法
の
場
合
は
住
宅

と
家
財
に
限
ら
れ
て
お
る
ん
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
…
①
と
②
で
は
、
計
算
方
法
も
違
う
で
や
ん
す
か
？

御
隠
居
…
そ
う
な
ん
じ
ゃ
。
ま
ず
、①
雑
損
控
除
額
は
、
㋑
損
害
金
額
か
ら
所
得
金
額
の
10
分
の

１
を
差
し
引
い
た
金
額
と
㋺
損
害
金
額
の
う
ち
災
害
関
連
支
出
の
金
額
か
ら
５
万
円

を
差
し
引
い
た
金
額
の
い
ず
れ
か
多
い
方
の
金
額
に
な
る
ぞ
。
災
害
関
連
支
出
と
は
、

災
害
に
よ
り
滅
失
し
た
住
宅
、
家
財
な
ど
を
除
去
す
る
た
め
の
費
用
な
ど
じ
ゃ
。
次

に
②
災
害
減
免
法
の
軽
減
額
は
、
災
害
に
あ
っ
た
年
分
の
合
計
所
得
金
額
が
１
千
万

円
以
下
で
あ
れ
ば
、
段
階
的
に
所
得
税
の
免
除
又
は
軽
減
が
あ
る
ん
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
…
へ
え
、
な
る
ほ
ど
。
　

御
隠
居
…
ま
た
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
適
用
を
受
け
て
い
る
場
合
で
、
災
害
に
よ
っ
て
被

害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
住
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
住
宅
用
家
屋
に
つ
い
て
は
、

居
住
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
年
以
後
の
残
り
の
適
用
年
に
お
い
て

も
、
引
き
続
き
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
…
ち
ゃ
ん
と
税
金
面
で
の
配
慮
が
あ
る
ん
で
や
ん
す
ね
。
で
も
、
申
告
の
期
限
ま
で
に
申

告
で
き
な
い
場
合
は
ど
う
な
る
で
や
ん
す
か
。

御
隠
居
…
心
配
ご
無
用
。
災
害
等
に
あ
っ
て
期
限
ま
で
に
申
告
や
納
付
が
で
き
な
い
と
き
は
、
申

告
や
納
付
な
ど
の
期
限
を
延
長
し
た
り
、
納
税
を
一
定
期
間
猶
予
す
る
制
度
が
あ
る

ん
じ
ゃ
。
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.nta.go.jp

）
の
タ
ッ
ク
ス
ア

ン
サ
ー
を
見
る
と
よ
か
ろ
う
。

熊
さ
ん
…
わ
か
り
や
ん
し
た
、
御
隠
居
。
日
頃
か
ら
の
準
備
が
大
切
で
や
ん
す
か
ら
、
帰
っ
て
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
み
る
で
や
ん
す
。
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❖ 

寿
　
句
会

焼
鮎
の
大
皿
囲
む
家
族
づ
れ
　
　
　
　

鬼
灯
の
花
一
つ
咲
く
木
の
陰
に
　
　
　

姉
妹
の
揃
ひ
経
読
む
夏
座
敷
　
　
　
　

茗
荷
の
子
虫
に
刺
さ
れ
て
二
つ
三
つ
　

住
み
着
い
て
守
り
神
と
ぞ
青
大
将
　
　

夕
立
に
自
転
車
立
ち
漕
ぎ
下
校
の
子
　

青
芝
や
ロ
ボ
ッ
ト
前
を
通
り
過
ぎ
　
　

初
夏
の
陽
気
に
鳥
の
七
八
羽
　
　
　
　

テ
レ
ビ
見
て
い
つ
か
ま
ど
む
古
簾
　
　

限
も
な
き
老
い
の
日
課
や
草
を
引
く
　

黒
南
風
や
門
に
売
家
の
札
の
立
ち
　
　

❖ 

利
波
川
社
句
会

朝
涼
や
ふ
ら
り
と
出
で
て
三
千
歩
　

通
さ
れ
て
百
合
の
香
こ
も
る
奥
座
敷

濡
れ
て
な
ほ
ひ
と
仕
事
あ
り
夏
の
雨

新
玉
葱
三
袋
も
買
ふ
百
円
市
　
　
　

草
い
き
れ
振
り
払
ふ
ご
と
刈
り
進
む

夕
立
に
歩
の
進
む
人
止
ま
る
人
　
　

❖ 

ク
ロ
ー
バ
ー
句
会

白
菖
蒲
雨
粒
溜
め
て
妖
艶
に
　
　
　
　

籠
枕
夢
抜
け
ぬ
や
う
カ
バ
ー
掛
け
　
　

さ
く
ら
ん
ぼ
思
い
出
深
き
地
は
空
地
　

プ
ー
ン
と
来
パ
ン
と
叩
い
て
縞
蚊
か
な

茄
子
漬
の
口
に
含
め
ば
初
夏
の
味
　
　

投
票
を
終
へ
と
り
あ
え
ず
紫
蘇
を
揉
む

不
意
打
ち
の
こ
む
ら
返
り
の
木
下
闇
　

し
が
ら
み
を
侮
る
な
か
れ
灸
花
　
　
　

　❖ 

梅
の
実
句
会

反
応
の
無
き
手
を
握
り
梅
雨
寒
し
　
　

ま
た
言
葉
増
え
て
児
の
手
の
か
た
つ
む
り

鬼
灯
を
鳴
ら
し
齢
を
忘
れ
を
り
　

鮎
を
食
む
今
日
の
命
を
い
た
だ
け
り

向
日
葵
の
笑
顔
を
愛
で
て
活
け
に
け
り

明
る
さ
を
競
ふ
無
心
の
蛍
か
な
　

❖ 

わ
か
ば
句
会

風
鈴
の
あ
る
か
な
き
か
の
風
に
和
す

夕
立
に
青
な
ほ
青
く
砺
波
富
士
　
　

昼
寝
覚
め
頬
に
残
り
し
畳
の
目
　
　
　

昭

　生

千
恵
子

秀

　子

忠

　代

敏

　子

光

　子

美
智
子

小
夜
子

み
の
り

み
つ
子

未

　知
　達

純

　尚

清

　美

不

　二

淑

　枝

や
す
子

文

　子

悦

　子

志

　子

茂

　美

汀
留
子

真
理
子

孝

　臣

城

　子

昭

　代

日
登
美

志
美
枝

喜
美
女

貞

　子
　孝

友

　之

欣

　正

香

　織

高
齢
者
の
集
い

福 祉 課福 祉 課こんにちは ですこんにちは です
第
３
回
や
す
ん
ご
と
会

　
梅
雨
で
鬱
陶
し
い
日
が
続
く
中
、
東
部
支
店
に
お
い
て
７
月

の
や
す
ん
ご
と
会
を
開
催
し
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
8
月
の
や
す
ん
ご
と
会
で
使
う
フ
ラ
ダ
ン
ス
用
の

レ
イ
花
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
さ
れ

る
方
、
集
中
し
て
真
剣
に
さ
れ
る
方
い
ろ
い
ろ
で
、
地
道
な
作

業
で
し
た
が
、指
先
を
動
か
し
き
れ
い
な
花
を
た
く
さ
ん
作
り
、

ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
に
取
り
付
け
て
完
成
と
な
り
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
り
ん
ご
の
歌
・
き
よ
し
の
ズ
ン
ド
コ
節
に
合

わ
せ
て
身
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
皆
さ
ん
に
輪
に
な
っ
て
い
た
だ

き
、
手
遊
び
歌
で
身
体
を
慣
ら
し
て
か
ら
、
夏
の
歌
の
「
夏
は

来
ぬ
」「
海
」「
わ
れ
は
海
の
子
」
を
歌
い
、
子
供
の
頃
の
懐
か

し
い
川
遊
び
の
思
い
出
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
皆
で
輪
に
な
り
お
隣
さ
ん
が
持
つ
計
量
ス
プ
ー
ン
に

豆
を
渡
し
て
い
く
「
ス
プ
ー
ン
豆
送
り
ゲ
ー
ム
」
を
し
ま
し
た
。

少
量
の
豆
か
ら
徐
々
に
豆
の
量
が
増
え
て
い
く
と
、「
慌
て
な

い
で
」
と
声
を
掛
け
あ
い
な
が
ら
慎
重
に
渡
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
途
中
、
豆
が
転
が
っ
て
い
っ
た
り
し
て
、
笑
い
も
あ
り
賑

や
か
な
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
来
月
も
元
気
に
参
加
し
て
、
作
っ
た
レ
イ
花
を
首
に
掛
け
て

フ
ラ
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
と
お
伝
え
し
ま
し
た
。

お
友
達
も
誘
っ
て
皆
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

次
回
は
10
月
17
日
　
民
謡
・
歌
・
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
で
す
。
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▼▲手遊び歌で楽しく身体ほぐし

▲皆でおしゃべりしながらレイ花作り

▲豆を落とさないよう ▲上手にできました

7
月
21
日

泉
沢
地
区

　女
性
11
人

　
り
ん
ご
の
歌
の
体
操
で
始
ま
り
、
童
謡
の
替
え

歌
を
お
腹
の
中
か
ら
声
を
出
し
て
歌
い
、
笑
い
あ

い
ま
し
た
。
「
ピ
ン
ポ
ン
玉
送
り
ゲ
ー
ム
」
は
、

お
題
に
答
え
ら
れ
る
ま
で
ラ
ケ
ッ
ト
の
上
の
ピ
ン

ポ
ン
玉
を
隣
の
方
に
渡
せ
な
い
ゲ
ー
ム
の
た
め
、

頭
と
身
体
を
使
っ
て
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

7
月
11
日

吉
松
地
区

　男
性
2
人

　女
性
9
人

　
明
治
元
年
か
ら
平
成
ま
で
の
米
の
価
格
の
移

り
変
わ
り
を
表
に
し
た
も
の
を
見
て
い
た
だ
き
、

皆
さ
ん
当
時
を
思
い
出
し
て
懐
か
し
が
ら
れ
、
大

い
に
話
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
次
に
サ
イ
コ
ロ

ゲ
ー
ム
を
行
い
、
指
の
体
操
や
、
肩
を
た
た
き

あ
っ
た
り
歌
を
歌
っ
た
り
し
て
男
女
問
わ
ず
仲

良
く
参
加
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

「
災
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に
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き
」
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災
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ど
に
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」
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署

熊
さ
ん
…
御
隠
居
、
９
月
１
日
は
何
の
日
か
ご
存
知
で
？

御
隠
居
…
う
む
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９
月
１
日
は
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防
災
の
日
じ
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ろ
う
が
。
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さ
ん
…
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す
が
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隠
居
で
や
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す
ね
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え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
じ
ゃ
。
日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
も
っ
て
生
活
す
る
こ
と
が
大
事

じ
ゃ
な
。

熊
さ
ん
…
と
こ
ろ
で
、
御
隠
居
、
地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
で
被
害
に
遭
っ
た
時
に
、
税
金
面
で

助
け
て
も
ら
え
る
っ
て
こ
と
は
あ
る
で
や
ん
す
か
？

御
隠
居
…
所
得
税
が
軽
減
さ
れ
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。
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に
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、
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財
な
ど
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損
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時
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に
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め
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損
控
除
の
方
法
と
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災
害
減
免
法
」
に
定
め
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所
得
税
の
軽
減
免
除

に
よ
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法
の
ど
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ら
か
有
利
な
方
法
を
選
ぶ
こ
と
で
、
所
得
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の
全
部
又
は
一

部
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
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ん
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
…
二
つ
の
方
法
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
で
や
ん
す
か
？

御
隠
居
…
ま
ず
、
損
失
の
発
生
原
因
じ
ゃ
が
、①
雑
損
控
除
は
、
災
害
、
盗
難
、
横
領
に
よ
る
損
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が
対
象
じ
ゃ
が
、②
災
害
減
免
法
は
、
災
害
に
よ
る
損
害
だ
け
な
ん
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
…
と
い
う
こ
と
は
、「
災
害
減
免
法
」
を
選
択
で
き
る
の
は
、
災
害
に
よ
る
損
害
を
受
け

た
場
合
だ
け
な
ん
で
や
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す
ね
。

対
象
に
な
る
資
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に
違
い
は
あ
る
で
や
ん
す
か
？

御
隠
居
…
①
雑
損
控
除
は
、
生
活
に
通
常
必
要
な
資
産
が
対
象
、②
災
害
減
免
法
の
場
合
は
住
宅

と
家
財
に
限
ら
れ
て
お
る
ん
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
…
①
と
②
で
は
、
計
算
方
法
も
違
う
で
や
ん
す
か
？

御
隠
居
…
そ
う
な
ん
じ
ゃ
。
ま
ず
、①
雑
損
控
除
額
は
、
㋑
損
害
金
額
か
ら
所
得
金
額
の
10
分
の

１
を
差
し
引
い
た
金
額
と
㋺
損
害
金
額
の
う
ち
災
害
関
連
支
出
の
金
額
か
ら
５
万
円

を
差
し
引
い
た
金
額
の
い
ず
れ
か
多
い
方
の
金
額
に
な
る
ぞ
。
災
害
関
連
支
出
と
は
、

災
害
に
よ
り
滅
失
し
た
住
宅
、
家
財
な
ど
を
除
去
す
る
た
め
の
費
用
な
ど
じ
ゃ
。
次

に
②
災
害
減
免
法
の
軽
減
額
は
、
災
害
に
あ
っ
た
年
分
の
合
計
所
得
金
額
が
１
千
万

円
以
下
で
あ
れ
ば
、
段
階
的
に
所
得
税
の
免
除
又
は
軽
減
が
あ
る
ん
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
…
へ
え
、
な
る
ほ
ど
。
　

御
隠
居
…
ま
た
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
適
用
を
受
け
て
い
る
場
合
で
、
災
害
に
よ
っ
て
被

害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
住
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
住
宅
用
家
屋
に
つ
い
て
は
、

居
住
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
年
以
後
の
残
り
の
適
用
年
に
お
い
て

も
、
引
き
続
き
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
…
ち
ゃ
ん
と
税
金
面
で
の
配
慮
が
あ
る
ん
で
や
ん
す
ね
。
で
も
、
申
告
の
期
限
ま
で
に
申

告
で
き
な
い
場
合
は
ど
う
な
る
で
や
ん
す
か
。

御
隠
居
…
心
配
ご
無
用
。
災
害
等
に
あ
っ
て
期
限
ま
で
に
申
告
や
納
付
が
で
き
な
い
と
き
は
、
申

告
や
納
付
な
ど
の
期
限
を
延
長
し
た
り
、
納
税
を
一
定
期
間
猶
予
す
る
制
度
が
あ
る

ん
じ
ゃ
。
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w
w
w
.nta.go.jp

）
の
タ
ッ
ク
ス
ア

ン
サ
ー
を
見
る
と
よ
か
ろ
う
。

熊
さ
ん
…
わ
か
り
や
ん
し
た
、
御
隠
居
。
日
頃
か
ら
の
準
備
が
大
切
で
や
ん
す
か
ら
、
帰
っ
て
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
み
る
で
や
ん
す
。
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営業時間

セフレは９月休まず営業します。

　月・火･･･｢95円均一の日｣　 金　･･･「たまごの日」
　　水　　 ｢アイスクリームの日」　土　　 ｢牛 乳 の 日」
　　　　　 ｢冷凍食品の日｣　　　  　 ｢パ ン の 日｣
　　木　･･･｢とうふの日 ｣　  日　･･･｢お 米 の 日｣　

････････････

２.セフレの｢ひまわり特価市｣９月度企画
当店は、毎曜日「特別価格」にてご奉仕いたしております。

1．セフレの｢じゃんとこいむぎや祭｣セール

期間中の｢お買い得品｣については、新聞折込・チラシ
をご参照ください。

期間 ９月14日（土）～15日（日）

むぎや祭・
駐車場のお願い

日　　時

場　　所

参加人数

申込方法

申込期限

お問合せ

３人１組　３人揃わない場合は個人でも可能（用具は当方で準備します）

城端東部体育館（南砺市理休429）

9月30日（月）締切り
各支店・事務所まで

お問い合わせは各支店・事務所まで

10月17日（木） 午前８時半～午後１時10月17日（木） 午前８時半～午後１時

申込用紙を各支店・事務所で用意しておりますので、
各支店でご記入し、お申込下さい。

出場チーム募集出場チーム募集出場チーム募集

ATM休止日のおしらせ

  9月21日土
10月19日土
11月　2日土

10月
12日（土）　13：30～16：00
13日（日）　13：30～16：00
14日（月）　13：30～16：00
15日（火）　13：30～16：00
16日（水）　13：30～16：00

第９回農協長杯争奪
カローリング大会
第９回農協長杯争奪
カローリング大会

事前練習日

Aコープなんと
セフレ店

こちらの出入り口を
ご利用して、
お買い物ください

車輌出入り
禁止

善
徳
寺

城端駅

車輌出入り
禁止

車輌出入り
禁止

ローソンさん
14日（土）・15（日）の
２日間、×印の出入り口は
封鎖いたします。

いつもご利用のお客様には、誠に申し訳ありませんが、
ご理解・ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

※むぎや祭観光のお客
様は、南砺市指定の駐
車場をご利用ください。

　このたび誠に勝手ながらA T M・
J A ネットバンク等、一部のサービ
スを一時休止させていただきます。
　ご不便をおかけしますが、何卒ご
理解とご協力を賜りますようお願い
申しあげます。

令和 1年 7月31日付
●退職 山川外茂子　【退職事由】依願退職　　　　　　　　   【旧職務】監査室監査課　課長
令和 1年 8月 1日付
●異動 中道　勲　　【新 職 務】監査室監査課　課長（嘱託）【旧職務】監査室監査課　課長代理（嘱託）

【 人 事 異 動 】

●
営
農
の
て
び
き
に
タ
マ
ネ
ギ
の

ペ
ー
ジ
を
追
加
し
て
ほ
し
い
。

★
タ
マ
ネ
ギ
の
栽
培
方
法
な
ど
の

記
載
は
、
次
回
の
作
成
時
に
検

討
を
し
ま
す
。

販
売
指
導
課
長

●
セ
フ
レ
店
で
た
ま
に
商
品
棚
に
価

格
表
示
が
な
い
時
が
あ
る
。

★
定
期
的
に
商
品
の
陳
列
点
検
を

し
て
お
り
ま
す
が
、
価
格
表
示

が
無
い
時
な
ど
不
具
合
が
見
受

け
ら
れ
た
時
に
は
、
お
気
軽
に

店
員
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

セ
フ
レ
店
長

●
営
農
指
導
員
は
、
も
っ
と
地
域
・

集
落
の
実
情
を
知
っ
て
対
応
し

て
ほ
し
い
。
異
動
が
早
く
、
集

落
の
こ
と
が
分
か
っ
た
頃
に
指

導
担
当
者
が
変
わ
り
毎
回
残
念

に
思
う
。

★
営
農
指
導
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
目
指
し
、
担
当
地
区
替
え
を

行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
実
情

を
踏
ま
え
、
ま
た
、
地
域
に
密

着
し
た
指
導
体
制
を
築
け
る
よ

う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

販
売
指
導
課
長

●「
赤
飯
」を
購
入
し
た
。お
い
し
か
っ

た
が
量
が
も
う
少
し
ほ
し
い
。

★
な
ん
と
産
新
大
正
糯
と
国
産
あ

ず
き
使
用
の
無
菌
包
装
米
飯
「
赤

飯
」
は
ご
飯
茶
碗
約
1
杯
分
の

1
6
0
ｇ
の
規
格
で
作
っ
て
い

ま
す
。
3
個
パ
ッ
ク
商
品
も
あ

り
ま
す
の
で
、
是
非
賞
味
く
だ

さ
い
。

生
活
課
長

●
セ
フ
レ
店
に
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
と
同
じ
よ
う
な
口
座
引
き
落

と
し
カ
ー
ド
（
月
締
め
ツ
ケ
払

い
方
式
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
）
を
導
入
し
て
ほ
し
い
。（
未

収
金
扱
い
の
方
よ
り
）

★
セ
フ
レ
店
で
新
た
に
導
入
し
た

セ
ミ
セ
ル
フ
式
レ
ジ
で
は
、Ｊ
Ａ

カ
ー
ド
な
ど
各
種
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
決
済
の
ご
利
用
が
で
き

ま
す
。Ｊ
Ａ
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
各
支
店
・
事
務
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

セ
フ
レ
店
長
・
貯
金
為
替
課
長

　
毎
月
、
広
報
誌
や
Ｊ
Ａ
に
対
す

る
要
望
・
意
見
が
届
い
て
お
り
ま

す
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

読
者
の
声

読
者
の
声

お
便
り
コ
ー
ナ
ー

国税庁事業者の方はどなたでも参加できます。ぜひ、ご参加ください。

全国で消費税の軽減税率制度の説明会を
開催しています！
仕入税額控除の方式が変わります！準備はお済みですか？

本年10月1日の軽減税率制度スタートに向けて、
早めの準備をご検討ください。

■説明会の開催日時・
　場所については

■お問合せ先
消費税軽減税率電話相談センター
（軽減コールセンター）

【フリーダイヤル】0120-205-553
※ナビダイヤル「0570-030-456」
（通話料がかかります。）もご利用いただけます。

≪受付時間≫9:00～17:00（土日祝除く）

■お問合せ先
軽減税率対策補助金事務局 【フリーダイヤル】0120-398-111

※ナビダイヤル「0570-081-222」
（通話料がかかります。）もご利用いただけます。

≪受付時間≫9:00～17:00（土日祝除く）

帳簿・請求書・レシート等の記載を複数税率に
対応させる必要があります。
レジや受発注・請求書管理システムの導入・改
修が必要となることがあります。

軽減税率説明会

軽減税率制度については 軽減税率対策補助金については

軽減税率対策補助金軽減税率 国税庁
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営業時間

セフレは９月休まず営業します。

　月・火･･･｢95円均一の日｣　 金　･･･「たまごの日」
　　水　　 ｢アイスクリームの日」　土　　 ｢牛 乳 の 日」
　　　　　 ｢冷凍食品の日｣　　　  　 ｢パ ン の 日｣
　　木　･･･｢とうふの日 ｣　  日　･･･｢お 米 の 日｣　

････････････

２.セフレの｢ひまわり特価市｣９月度企画
当店は、毎曜日「特別価格」にてご奉仕いたしております。

1．セフレの｢じゃんとこいむぎや祭｣セール

期間中の｢お買い得品｣については、新聞折込・チラシ
をご参照ください。

期間 ９月14日（土）～15日（日）

むぎや祭・
駐車場のお願い

日　　時

場　　所

参加人数

申込方法

申込期限

お問合せ

３人１組　３人揃わない場合は個人でも可能（用具は当方で準備します）

城端東部体育館（南砺市理休429）

9月30日（月）締切り
各支店・事務所まで

お問い合わせは各支店・事務所まで

10月17日（木） 午前８時半～午後１時10月17日（木） 午前８時半～午後１時

申込用紙を各支店・事務所で用意しておりますので、
各支店でご記入し、お申込下さい。

出場チーム募集出場チーム募集出場チーム募集

ATM休止日のおしらせ

  9月21日土
10月19日土
11月　2日土

10月
12日（土）　13：30～16：00
13日（日）　13：30～16：00
14日（月）　13：30～16：00
15日（火）　13：30～16：00
16日（水）　13：30～16：00

第９回農協長杯争奪
カローリング大会
第９回農協長杯争奪
カローリング大会

事前練習日

Aコープなんと
セフレ店

こちらの出入り口を
ご利用して、
お買い物ください

車輌出入り
禁止

善
徳
寺

城端駅

車輌出入り
禁止

車輌出入り
禁止

ローソンさん
14日（土）・15（日）の
２日間、×印の出入り口は
封鎖いたします。

いつもご利用のお客様には、誠に申し訳ありませんが、
ご理解・ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

※むぎや祭観光のお客
様は、南砺市指定の駐
車場をご利用ください。

　このたび誠に勝手ながらA T M・
J A ネットバンク等、一部のサービ
スを一時休止させていただきます。
　ご不便をおかけしますが、何卒ご
理解とご協力を賜りますようお願い
申しあげます。

令和 1年 7月31日付
●退職 山川外茂子　【退職事由】依願退職　　　　　　　　   【旧職務】監査室監査課　課長
令和 1年 8月 1日付
●異動 中道　勲　　【新 職 務】監査室監査課　課長（嘱託）【旧職務】監査室監査課　課長代理（嘱託）
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。
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

読
者
の
声

読
者
の
声

お
便
り
コ
ー
ナ
ー

国税庁事業者の方はどなたでも参加できます。ぜひ、ご参加ください。

全国で消費税の軽減税率制度の説明会を
開催しています！
仕入税額控除の方式が変わります！準備はお済みですか？

本年10月1日の軽減税率制度スタートに向けて、
早めの準備をご検討ください。

■説明会の開催日時・
　場所については

■お問合せ先
消費税軽減税率電話相談センター
（軽減コールセンター）

【フリーダイヤル】0120-205-553
※ナビダイヤル「0570-030-456」
（通話料がかかります。）もご利用いただけます。

≪受付時間≫9:00～17:00（土日祝除く）

■お問合せ先
軽減税率対策補助金事務局 【フリーダイヤル】0120-398-111

※ナビダイヤル「0570-081-222」
（通話料がかかります。）もご利用いただけます。

≪受付時間≫9:00～17:00（土日祝除く）

帳簿・請求書・レシート等の記載を複数税率に
対応させる必要があります。
レジや受発注・請求書管理システムの導入・改
修が必要となることがあります。

軽減税率説明会

軽減税率制度については 軽減税率対策補助金については

軽減税率対策補助金軽減税率 国税庁

162019年 9月号17 2019年 9月号
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審
議
事
項
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

理
事
会
報
告

第
５
回
定
例
理
事
会

　7
月
24
日
開
催

第
１
号
議
案
　
マ
ネ
ロ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
分
析
の
実
施
に
つ
い
て

　
　
金
融
庁
が
各
金
融
機
関
に
対
し
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
的
確
に

把
握
し
、
よ
り
対
応
の
高
度
化
を
求
め
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
Ｊ
Ａ
で
の
ギ
ャ
ッ
プ
分
析
を
実
施

し
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
説
明
し
承
認
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案
　
資
産
の
償
却
・
引
当
要
領
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
会
計
監
査
人
監
査
制
度
へ
の
移
行
に
伴
い
、
諸
課
題
を
整
理
す
る
中
に
お
い
て
、
見
直
し
が
必
要
な

部
分
が
見
受
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
変
更
点
に
つ
き
新
旧
対
照
表
を
用
い
説
明
し
承
認
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案
　
決
算
手
続
要
領
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
決
算
手
続
き
要
領
に
つ
き
、
内
容
を
よ
り
詳
細
に
記
載
し
、
表
記
す
る
た
め
、
新
旧
対
照
表
を
用
い

説
明
し
承
認
さ
れ
た
。

①
６
月
未
経
営
実
績
及
び
事
業
の
実
施
報
告

　
　
合
計
残
高
試
算
表
、
主
要
勘
定
検
討
表
、
損
益
計
算
書
に
よ
り
実
績
を
報
告
し
た
。

②
夏
季
集
落
座
談
会
の
日
程
に
つ
い
て

　
　
城
端
・
井
口
地
区
の
夏
季
座
談
会
を
７
月
31
日
か
ら
３
日
間
に
亘
り
南
砺
農
業
会
館
、
東
部
支
店
を

会
場
に
開
催
す
る
も
の
で
、
日
程
と
対
象
地
区
を
会
場
別
に
報
告
し
た
。

③
㈱
リ
ー
フ
の
月
次
報
告

　
　
６
月
末
の
事
業
実
績
進
度
表
や
６
月
の
日
別
売
上
表
を
報
告
し
た
。

④
ふ
れ
あ
い
訪
問
の
反
響
結
果
に
つ
い
て

　
　
Ｊ
Ａ
共
済
か
ら
の
お
知
ら
せ
チ
ラ
シ
等
を
配
付
す
る
た
め
に
組
合
員
宅
を
訪
問
し
、
そ
の
際
に
職
員

が
受
け
賜
っ
た
意
見
を
報
告
し
た
。

⑤
支
店
別
長
期
共
済
推
進
実
績
報
告

　
　
全
職
員
に
よ
る
一
斉
推
進
で
、
目
標
ポ
イ
ン
ト
に
対
す
る
達
成
率
を
支
店
別
に
報
告
し
た
。

⑥
令
和
１
年
産
米
集
荷
方
針
及
び
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
利
用
料
金
決
定
に
つ
い
て

　
　
カ
ン
ト
リ
ー
運
営
委
員
会
が
７
月
11
日
に
開
催
さ
れ
、
そ
こ
で
決
議
さ
れ
た
施
設
利
用
料
金
・
集
荷

運
賃
や
稼
動
計
画
を
説
明
し
、
施
設
利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、
税
抜
価
格
で
前
年
同
額
と
す
る
こ
と
を

報
告
し
た
。

⑦
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
に
つ
い
て

　
　
事
業
年
度
末
に
お
い
て
の
内
部
管
理
態
勢
に
か
か
る
指
導
基
準
に
照
ら
し
た
体
制
整
備
基
準
個
別
判

定
シ
ー
ト
で
の
点
検
結
果
を
、
全
中
、
農
中
へ
報
告
す
る
と
告
げ
た
。

正組合員数 2,263人
 （▲1）
正組合員戸数 1,919戸
 （▲13）
准組合員数 1,835人
 （▲21）
准組合員戸数 1,282戸
 （▲19）
貯　金　高 632億円
 （▲14）
貸　付　高 43億円
 （0）
共済保有高 1,390億円
 （▲49）
販売品販売高 2.3億円
 （0.3）
購買品供給高 7.5億円
 （▲0.6）

ＪＡなんと

協同の成果協同の成果

令和 1年６月末現在

（前年同月比）

（行事予定）

日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

五箇山旅行友の会（～11日）

ガソリン・軽油　特売日

敬老の日

やすんごと会

秋分の日

第7回定例理事会

ガソリン・軽油　特売日

附
議
議
案

附
議
議
案

報
告
事
項

報
告
事
項

　
（
農
）い
の
く
ち
の
ニ
ン
ニ
ク
の
選
別
作
業
を
取
材
し
ま
し

た
。
担
当
の
小
林
加
津
實
さ
ん
に
よ
る
と
、
今
年
は
約
40
ア
ー

ル
で
栽
培
し
、
天
候
に
恵
ま
れ
生
育
が
よ
く
、
大
き
な
ニ
ン
ニ

ク
が
多
い
そ
う
で
す
。
収
入
安
定
の
た
め
水
稲
以
外
の
作
物
も

栽
培
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
8
年
前
に
Ｊ
Ａ
な
ん
と

が
県
の
1
億
円
産
地
づ
く
り
事
業
を
活
用
し
、
ニ
ン
ニ
ク
栽
培
を
戦
略
品
目
と
し
て

奨
励
し
た
た
め
、
取
り
組
み
始
め
た
そ
う
。

　
（
農
）い
の
く
ち
を
含
め
管
内
の
ニ
ン
ニ
ク
は
Ｊ
Ａ
か
ら
市
場
を
通
し
て
ニ
ン
ニ
ク

加
工
会
社
に
卸
さ
れ
、
疲
労
回
復
に
良
い
と
さ
れ
て
い
る
黒
ニ
ン
ニ
ク
に
な
り
、Ｊ
Ａ

な
ん
と
セ
フ
レ
店
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。　

応
募
総
数
11
人
の
う
ち
左
記
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

伊
藤
　
友
美
さ
ん
　     

嶋
田
由
香
子
さ
ん
　
　
　
安
村
　
正
代
さ
ん
　
　
（
五
十
音
順
）

①答え
②広報・ＪＡに
対する意見

③〒・住所・氏名
電話番号

〒939-18
43
南
砺
市
金
戸
二
六
八̶

一

Ｊ
Ａ
な
ん
と
総
務
課

　
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
係
行

タ
テ
�
ヨ
コ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ス
目
に
文
字
を
入
れ
�

二
重
マ
ス
の
文
字
を
Ａ
〜
E
順
に
並
べ
て
で
き
る
言
葉

は
な
ん
で
し
�
う
か
？

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
名
の
方
に

「
A
コ
ー
プ
商
品
券
」
を
進
呈
し
ま
す
!!

8
月
号
の
正
解
と
当
選
者

正 

解

応
募
方
法 

締
め
切
り

タ
テ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

① 9月1日は──の日。非常持ち出し袋や
　 避難経路を確認しましょう
② 高知の名物料理、カツオの──
③ 皮膚の表面にある細かな模様。
　 ──の細かい肌
④ 食器を拭く布です
⑤ いがに守られた実がなります
⑦ 晴れた十五夜にはとても明るい
⑨ 矢を射る道具
⑪ 陽の反対語
⑫ 国や地方自治体に納めます
⑬ 首都はモスクワ。大きな国です
⑮ 肉料理に添えたり、刻んでスープに
　 浮かべたりする香草
⑯ 傘にも凧（たこ）にもあります
⑰ バラの茎にある突起

ヨコのキーワード

家
の
光  

９
月
号
の
読
み
ど
こ
ろ

　
国
連
で
採
択
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
一
つ
に
「
気

候
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を
」
が
掲

げ
ら
れ
る
な
ど
、
自
然
対
策
へ
の
備
え

は
世
界
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
た
い
せ
つ
な
の
は
、
日
ご

ろ
の
準
備
と
心
構
え
。
そ
こ
で
今
回
は

防
災
士
で
あ
り
管
理
栄
養
士
で
も
あ

る
今
泉
マ
ユ
子
さ
ん
が
「
台
所
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
防
災
知
識
を
紹
介
。
さ

ら
に
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
に
よ
る
防
災
関

係
の
取
り
組
み
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

防
災
士
・
今
泉
マ
ユ
子
流

お
母
ち
ゃ
ん
の
す
ご
い
防
災
術

○
各
行
事
に
お
け
る「
お
む
す
び
」の
予

約
を
承
っ
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
お
申
し

込
み
下
さ
い
。  

（
☎
６
２

－

８
８
８
８
）

① 

テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン
に
は
た
く
さ
ん
付
い
て
い
ま
す

③ 

な
だ
ら
か
な
│
│
が
続
く
丘
陵
地

⑥ 

合
唱
部
が
練
習
す
る
も
の

⑦ 

耳
か
き
と
共
に
行
方
不
明
に
な
り
や
す
い
そ
う
で
す

⑧ 

今
か
ら
こ
れ
じ
ゃ
、
│
│
が
心
配
だ
な
あ

⑩ 

仲
人
か
ら
紹
介
を
受
け
て
、
伴
侶
候
補
と
会
い
ま
す

⑭ 

宴
会
で
グ
ラ
ス
を
み
ん
な
で
掲
げ
て
…
…

⑯ 

相
撲
の
勝
敗
を
記
録
し
た
│
│
表

⑱ 
ゴ
ホ
ゴ
ホ
ゴ
ホ

⑲ 
価
格
が
高
く
な
る
こ
と

⑳ 
煮
物
な
ど
に
使
う
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
含
む
調
味
料

表
紙
の

　 

紹
介

ヨ
ッ
テ
カ
ー
レ
城
端

９
月
の
お
む
す
び

左
記
の
要
領
で
官
製
は
が
き
に
必
要
事
項

を
明
記
し
ご
応
募
下
さ
い
。

②
の
ご
意
見
は
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も

構
い
ま
せ
ん
の
で
お
書
き
下
さ
い
。

2
0
1
9
年
9
月
2
日（
月
） 

必
着

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

E

キ

モ

ダ

メ

シ

ねぎの風味を加え
いっそう美味しく
なりました。
マイタケで秋を
お楽しみ下さい！

1個
（税込）

マイタケは味が
ある

その味がたまら
ない！

円円190190

「みそ天(マイタケ)」「みそ天(マイタケ)」「みそ天(マイタケ)」

182019年 9月号19 2019年 9月号



ク
ロ
ス
ワ
�
ド
パ
ズ
ル

ＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーション ＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーションＪＡインフォメーション

審
議
事
項
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

理
事
会
報
告

第
５
回
定
例
理
事
会

　7
月
24
日
開
催

第
１
号
議
案
　
マ
ネ
ロ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
分
析
の
実
施
に
つ
い
て

　
　
金
融
庁
が
各
金
融
機
関
に
対
し
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
的
確
に

把
握
し
、
よ
り
対
応
の
高
度
化
を
求
め
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
Ｊ
Ａ
で
の
ギ
ャ
ッ
プ
分
析
を
実
施

し
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
説
明
し
承
認
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案
　
資
産
の
償
却
・
引
当
要
領
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
会
計
監
査
人
監
査
制
度
へ
の
移
行
に
伴
い
、
諸
課
題
を
整
理
す
る
中
に
お
い
て
、
見
直
し
が
必
要
な

部
分
が
見
受
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
変
更
点
に
つ
き
新
旧
対
照
表
を
用
い
説
明
し
承
認
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案
　
決
算
手
続
要
領
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
決
算
手
続
き
要
領
に
つ
き
、
内
容
を
よ
り
詳
細
に
記
載
し
、
表
記
す
る
た
め
、
新
旧
対
照
表
を
用
い

説
明
し
承
認
さ
れ
た
。

①
６
月
未
経
営
実
績
及
び
事
業
の
実
施
報
告

　
　
合
計
残
高
試
算
表
、
主
要
勘
定
検
討
表
、
損
益
計
算
書
に
よ
り
実
績
を
報
告
し
た
。

②
夏
季
集
落
座
談
会
の
日
程
に
つ
い
て

　
　
城
端
・
井
口
地
区
の
夏
季
座
談
会
を
７
月
31
日
か
ら
３
日
間
に
亘
り
南
砺
農
業
会
館
、
東
部
支
店
を

会
場
に
開
催
す
る
も
の
で
、
日
程
と
対
象
地
区
を
会
場
別
に
報
告
し
た
。

③
㈱
リ
ー
フ
の
月
次
報
告

　
　
６
月
末
の
事
業
実
績
進
度
表
や
６
月
の
日
別
売
上
表
を
報
告
し
た
。

④
ふ
れ
あ
い
訪
問
の
反
響
結
果
に
つ
い
て

　
　
Ｊ
Ａ
共
済
か
ら
の
お
知
ら
せ
チ
ラ
シ
等
を
配
付
す
る
た
め
に
組
合
員
宅
を
訪
問
し
、
そ
の
際
に
職
員

が
受
け
賜
っ
た
意
見
を
報
告
し
た
。

⑤
支
店
別
長
期
共
済
推
進
実
績
報
告

　
　
全
職
員
に
よ
る
一
斉
推
進
で
、
目
標
ポ
イ
ン
ト
に
対
す
る
達
成
率
を
支
店
別
に
報
告
し
た
。

⑥
令
和
１
年
産
米
集
荷
方
針
及
び
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
利
用
料
金
決
定
に
つ
い
て

　
　
カ
ン
ト
リ
ー
運
営
委
員
会
が
７
月
11
日
に
開
催
さ
れ
、
そ
こ
で
決
議
さ
れ
た
施
設
利
用
料
金
・
集
荷

運
賃
や
稼
動
計
画
を
説
明
し
、
施
設
利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、
税
抜
価
格
で
前
年
同
額
と
す
る
こ
と
を

報
告
し
た
。

⑦
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
に
つ
い
て

　
　
事
業
年
度
末
に
お
い
て
の
内
部
管
理
態
勢
に
か
か
る
指
導
基
準
に
照
ら
し
た
体
制
整
備
基
準
個
別
判

定
シ
ー
ト
で
の
点
検
結
果
を
、
全
中
、
農
中
へ
報
告
す
る
と
告
げ
た
。

正組合員数 2,263人
 （▲1）
正組合員戸数 1,919戸
 （▲13）
准組合員数 1,835人
 （▲21）
准組合員戸数 1,282戸
 （▲19）
貯　金　高 632億円
 （▲14）
貸　付　高 43億円
 （0）
共済保有高 1,390億円
 （▲49）
販売品販売高 2.3億円
 （0.3）
購買品供給高 7.5億円
 （▲0.6）

ＪＡなんと

協同の成果協同の成果

令和 1年６月末現在

（前年同月比）

（行事予定）

日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

五箇山旅行友の会（～11日）

ガソリン・軽油　特売日

敬老の日

やすんごと会

秋分の日

第7回定例理事会

ガソリン・軽油　特売日

附
議
議
案

附
議
議
案

報
告
事
項

報
告
事
項

　
（
農
）い
の
く
ち
の
ニ
ン
ニ
ク
の
選
別
作
業
を
取
材
し
ま
し

た
。
担
当
の
小
林
加
津
實
さ
ん
に
よ
る
と
、
今
年
は
約
40
ア
ー

ル
で
栽
培
し
、
天
候
に
恵
ま
れ
生
育
が
よ
く
、
大
き
な
ニ
ン
ニ

ク
が
多
い
そ
う
で
す
。
収
入
安
定
の
た
め
水
稲
以
外
の
作
物
も

栽
培
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
8
年
前
に
Ｊ
Ａ
な
ん
と

が
県
の
1
億
円
産
地
づ
く
り
事
業
を
活
用
し
、
ニ
ン
ニ
ク
栽
培
を
戦
略
品
目
と
し
て

奨
励
し
た
た
め
、
取
り
組
み
始
め
た
そ
う
。

　
（
農
）い
の
く
ち
を
含
め
管
内
の
ニ
ン
ニ
ク
は
Ｊ
Ａ
か
ら
市
場
を
通
し
て
ニ
ン
ニ
ク

加
工
会
社
に
卸
さ
れ
、
疲
労
回
復
に
良
い
と
さ
れ
て
い
る
黒
ニ
ン
ニ
ク
に
な
り
、Ｊ
Ａ

な
ん
と
セ
フ
レ
店
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。　

応
募
総
数
11
人
の
う
ち
左
記
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

伊
藤
　
友
美
さ
ん
　     

嶋
田
由
香
子
さ
ん
　
　
　
安
村
　
正
代
さ
ん
　
　
（
五
十
音
順
）

①答え
②広報・ＪＡに
対する意見

③〒・住所・氏名
電話番号

〒939-18
43
南
砺
市
金
戸
二
六
八̶

一

Ｊ
Ａ
な
ん
と
総
務
課

　
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
係
行

タ
テ
�
ヨ
コ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ス
目
に
文
字
を
入
れ
�

二
重
マ
ス
の
文
字
を
Ａ
〜
E
順
に
並
べ
て
で
き
る
言
葉

は
な
ん
で
し
�
う
か
？

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
名
の
方
に

「
A
コ
ー
プ
商
品
券
」
を
進
呈
し
ま
す
!!

8
月
号
の
正
解
と
当
選
者

正 

解

応
募
方
法 

締
め
切
り

タ
テ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

① 9月1日は──の日。非常持ち出し袋や
　 避難経路を確認しましょう
② 高知の名物料理、カツオの──
③ 皮膚の表面にある細かな模様。
　 ──の細かい肌
④ 食器を拭く布です
⑤ いがに守られた実がなります
⑦ 晴れた十五夜にはとても明るい
⑨ 矢を射る道具
⑪ 陽の反対語
⑫ 国や地方自治体に納めます
⑬ 首都はモスクワ。大きな国です
⑮ 肉料理に添えたり、刻んでスープに
　 浮かべたりする香草
⑯ 傘にも凧（たこ）にもあります
⑰ バラの茎にある突起

ヨコのキーワード

家
の
光  

９
月
号
の
読
み
ど
こ
ろ

　
国
連
で
採
択
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
一
つ
に
「
気

候
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を
」
が
掲

げ
ら
れ
る
な
ど
、
自
然
対
策
へ
の
備
え

は
世
界
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
た
い
せ
つ
な
の
は
、
日
ご

ろ
の
準
備
と
心
構
え
。
そ
こ
で
今
回
は

防
災
士
で
あ
り
管
理
栄
養
士
で
も
あ

る
今
泉
マ
ユ
子
さ
ん
が
「
台
所
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
防
災
知
識
を
紹
介
。
さ

ら
に
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
に
よ
る
防
災
関

係
の
取
り
組
み
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

防
災
士
・
今
泉
マ
ユ
子
流

お
母
ち
ゃ
ん
の
す
ご
い
防
災
術

○
各
行
事
に
お
け
る「
お
む
す
び
」の
予

約
を
承
っ
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
お
申
し

込
み
下
さ
い
。  

（
☎
６
２

－

８
８
８
８
）

① 

テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン
に
は
た
く
さ
ん
付
い
て
い
ま
す

③ 

な
だ
ら
か
な
│
│
が
続
く
丘
陵
地

⑥ 

合
唱
部
が
練
習
す
る
も
の

⑦ 

耳
か
き
と
共
に
行
方
不
明
に
な
り
や
す
い
そ
う
で
す

⑧ 

今
か
ら
こ
れ
じ
ゃ
、
│
│
が
心
配
だ
な
あ

⑩ 

仲
人
か
ら
紹
介
を
受
け
て
、
伴
侶
候
補
と
会
い
ま
す

⑭ 

宴
会
で
グ
ラ
ス
を
み
ん
な
で
掲
げ
て
…
…

⑯ 

相
撲
の
勝
敗
を
記
録
し
た
│
│
表

⑱ 

ゴ
ホ
ゴ
ホ
ゴ
ホ

⑲ 

価
格
が
高
く
な
る
こ
と

⑳ 

煮
物
な
ど
に
使
う
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
含
む
調
味
料

表
紙
の

　 

紹
介

ヨ
ッ
テ
カ
ー
レ
城
端

９
月
の
お
む
す
び

左
記
の
要
領
で
官
製
は
が
き
に
必
要
事
項

を
明
記
し
ご
応
募
下
さ
い
。

②
の
ご
意
見
は
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も

構
い
ま
せ
ん
の
で
お
書
き
下
さ
い
。

2
0
1
9
年
9
月
2
日（
月
） 

必
着

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

E

キ

モ

ダ

メ

シ

ねぎの風味を加え
いっそう美味しく
なりました。
マイタケで秋を
お楽しみ下さい！

1個
（税込）

マイタケは味が
ある

その味がたまら
ない！

円円190190

「みそ天(マイタケ)」「みそ天(マイタケ)」「みそ天(マイタケ)」

182019年 9月号19 2019年 9月号
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クリーニングの白光舎クリーニングの白光舎
　有効期限：2019年8月25日（日）～ 9月24日（火）
（Ｙシャツ・特殊品・セール品は除きます）

☎ 62－0019

※必ず本券をお持ちください
25%off25%off25%off25%off

セフレセフレ クリーニング割引券クリーニング割引券

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

アドレス https://www.ja-nanto.or.jp

編集後記

ホームページをご覧ください

JAなんと 検 索

　菅沼合掌造り集落に撮影しに行きました。連日の暑さ
にもかかわらず、多くの人が観光を楽しんでいました。

（山崎）

２次元コード
検索はこちら→

・本　　　店 ………… ６２－２１２３
・西 部 支 店 ………… ６２－１１１１
・城信事務所 ………… ６２－１１１４
・東 部 支 店 ………… ６２－１３１３
・井口事務所 ………… ６４－２０１１
・五箇山支店 ………… ６６－２２４１
・上平事務所 ………… ６７－３３１１
・共済センター ……… ６２－４１２８
・生産センター ……… ６２－０２６１
・西部カントリーエレベーター …６２－２２５０
・広域カントリーエレベーター …６２－４１１５

・農　機　課 …………６４－２０１３
・上平野菜山菜加工場…６７－３４４３
・生　活　課 …………６２－２５００
・福祉センター ………６２－８５８８
・旅行センター ………６２－３０１３
・車輌課（オートパルなんと）…６２－３５７１
・カートピアかねと………６２－２１２５
・カートピアいのくち………６４－２０５１
・カートピアたいら………６６－２２４３
・ヨッテカーレ城端………６２－８８８８
・Ａコープなんとセフレ……６２－８８１１

�緊急連絡先�

・自動車共済事故受付（２４時間・３６５日）
０１２０－２５８９３１

・キャッシュカード 夜間・休日事故受付
（紛失・盗難）０１２０－７９４５５１
・ＪＡカード（クレジットカード）
               事故受付・24時間対応
（紛失・盗難）０１２０－１５９６７４
・プロパンガス（24時間対応）

  各カートピアSSへ

皆様とともに 連絡先
当
Ｊ
Ａ
の
広
報
誌
は
県
内
外
の
他
の
Ｊ
Ａ
、行
政
機
関
と
の
間
で
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
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